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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEmail）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEmailでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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勇姿と優しさに支えられる日本　インド

未来を形に
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　 中国
「耐震建築人材育成プロジェクト」
→事例は16ページへ

　 コロンビア
「都市計画システムと土地管理ツールプロジェクト」
→事例は17ページへ
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「東部黒海地域開発計画調査」
→事例は17ページへ

　 モルディブ
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済
発
展
の
礎
と
な
る
よ
う
に
―
。
そ
の
た
め

に
国
や
自
治
体
が
取
り
組
ん
だ
の
が
「
都
市

開
発
」。
ど
の
よ
う
に
、
道
路
や
橋
、
公
園

な
ど
の
公
的
設
備
を
建
設
し
、
人
間
の
居
住

地
を
配
置
し
て
い
く
か
。
水
道
、
電
気
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
整

備
し
て
い
く
か
。
地
理
的
な
条
件
、
人
の
流

れ
、
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
な
ど
を
考
慮
し
、
一

つ
一
つ
の
課
題
に
計
画
的
に
対
処
し
な
が
ら

〝
理
想
の
都
市
〞
を
実
現
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　
日
本
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
東
京

を
皮
切
り
に
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
都
市

を
中
心
に
発
展
。
欧
米
で
先
行
し
て
い
た
都

市
開
発
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
国
に
合
っ

た
手
法
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
関

東
大
震
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
焼
け

野
原
に
な
っ
た
地
区
も
あ
っ
た
が
、
１
９
５

０
〜
60
年
代
、
京
浜
・
京
葉
工
業
地
帯
な
ど

工
業
地
域
を
中
心
に
し
た
開
発
が
進
行
。
地

方
か
ら
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
が
大
量
に
発
生

し
、
再
び
、
急
速
な
都
市
化
が
起
こ
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
て
政
府
は
、
人
口
が
局

地
的
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
都
市
と
地
域

が
平
等
に
発
展
で
き
る
よ
う
62
年
に
「
第
一

次
全
国
総
合
開
発
計
画
※
１
」を
策
定
。日
本

全
体
の
国
土
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
れ
と
並

行
し
て
68
年
に
「
都
市
計
画
法
」
を
改
訂
し
、

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
目

指
し
た
制
度
づ
く
り
を
進
め
て
い
っ
た
。

　「
日
本
は
、
世
界
で
も
め
ず
ら
し
く
、
鉄

道
建
設
を
ベ
ー
ス
に
し
た
都
市
開
発
の
手
法

を
取
っ
て
き
た
」
と
話
す
の
は
、
東
京
大
学

工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
の
大
西
隆
教

授
。
車
社
会
が
定
着
し
て
い
る
欧
米
の
都
市

に
対
し
、
日
本
の
都
市
は
鉄
道
が
主
要
な
移

動
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
の
阪
急
・
阪

神
電
車
、
東
京
の
田
園
都
市
線
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
鉄
道
を
通
し
て
か
ら
駅
ご
と
に

街
を
つ
く
っ
て
き
た
か
ら
だ
。「
こ
れ
に
よ

り
、
日
本
で
は
限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
分
散

し
て
多
数
の
人
が
居
住
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。
こ
の
よ
う

な
日
本
の
都
市
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
も
少
な
く
、
近
年
注
視
さ

れ
る
「
環
境
社
会
配
慮
」
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
※
2
の
実
現
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
い
う
。

　
現
在
、
日
本
の
人
口
の
１
億
２
７
０
０
万

人
の
う
ち
、
都
市
人
口
は
１
・
１
億
人
。
う

ち
３
６
５
０
万
人
が
暮
ら
す
東
京
は
、
第
２

位
の
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー（
約
２
１
７
０
万
人
）

を
大
き
く
上
回
る
世
界
最
大
の
都
市
だ
。

　
今
も
な
お
、
世
界
の
都
市
人
口
は
伸
び
続

け
て
い
る
が
、
実
は
、
欧
米
や
日
本
な
ど
の

先
進
国
で
の
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち
着
き

つ
つ
あ
る
。
そ
う
、
近
年
の
世
界
的
な
都
市

化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、中
南
米
な
ど
の
開
発
途
上
国
だ
。

　
現
在
、
途
上
国
で
は
人
口
の
４
割
が
都
市

に
居
住
し
て
い
る
が
、
２
０
５
０
年
に
は
５

割
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
勢

い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。「
途

上
国
の
都
市
化
は
時
間
軸
が
短
い
。
す
で

に
先
進
国
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
技
術
を
輸

入
し
て
工
業
化
が
起
こ
る
の
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
工
場
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
人

が
集
ま
っ
て
く
る
」
と
大
西
教
授
。
し
か

し
多
く
の
場
合
、
都
市
開
発
を
担
う
行
政

側
の
体
制
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
急
激
に

膨
れ
上
が
っ
た
人
口
に
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
。

あ
ふ
れ
た
人
々
の
居
住
地
は
ス
ラ
ム
化
し
、

街
全
体
の
住
環
境
や
治
安
、
衛
生
面
の
悪

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
問
題
を
解
決
す
べ
く
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長
年
に
わ
た
り
途
上
国
の
都

市
開
発
に
協
力
し
て
き
た
。
個
別
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
力
を
入
れ
る
援
助
機
関
が
多

い
中
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
推
進
し
て
き
た
の
が

都
市
開
発
の
青
写
真
と
な
る
「
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
だ
。

　
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
う
だ
。
ま
ず
最

初
に
、
人
口
や
雇
用
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、

居
住
環
境
の
実
態
・
満
足
度
、
日
常
の
移

動
手
段
・
経
路
・
目
的
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
に
調
査
し
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
科
学
的

方
法
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
都
市
の
〝
起
こ
り
得
る

将
来
〞
と
〝
あ
る
べ
き
将
来
〞
を
描
き
、

具
体
的
な
支
援
を
進
め
て
い
く
。
つ
ま
り
、

現
状
分
析
、
計
画
立
案
か
ら
、
開
発
計
画

の
具
体
化
・
実
施
、
維
持
管
理
・
運
営
に

至
る
ま
で
の
都
市
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
全
体

の
支
援
を
重
視
し
て
い
る
の
だ
。

　「
途
上
国
は
、
民
族
・
宗
教
問
題
な
ど
を

抱
え
、政
情
が
安
定
し
て
い
な
い
国
も
多
い
。

世
界
最
大
の
都
市
を
持
つ

日
本
の
都
市
開
発

September 2011                         0607                         September 2011

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
総
合
的
な
支
援

日
本
の
や
り
方
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
複
雑
な
社
会
事
情
を
考
慮
し
て
、
現
地

の
人
々
と
と
も
に
最
善
の
方
法
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
」と
大
西
教
授
は
強
調
す
る
。

将
来
的
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
か

ら
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
ま
で
、
都
市
開
発

の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
途
上
国
が
自
立
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
ま
た
途
上
国
で
は
、
地
震
や
津
波
、
ハ
リ

ケ
ー
ン
な
ど
の
自
然
災
害
、
長
年
に
わ
た
る

紛
争
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
未
完
成
だ
っ
た
都

市
が
完
全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
、〝
マ
イ
ナ

ス
か
ら
の
都
市
づ
く
り
〞
に
な
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。
実
際
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
で
、
復
興
に
伴
う
都
市
開

発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
く
実
施
し
て
い

る
。
今
度
は
逆
に
そ
こ
で
培
っ
た
貴
重
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
プ
ロ
セ

ス
に
還
元
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
出
て

い
る
。「
日
常
生
活
の
便
利
さ
と
津
波
か
ら

の
安
全
性
を
ど
う
両
立
さ
せ
て
い
く
か
が
課

題
。
日
本
は
湾
岸
部
で
の
局
地
的
な
津
波
災

害
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
平
野
部
ま
で
被

害
が
及
ん
だ
。
そ
の
復
興
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
協
力
の
経
験
が
生
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。

　
都
市
の
発
展
と
と
も
に
、
人
々
の
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
が
保
た
れ
る
よ
う
に
―
。
途

上
国
の
都
市
が
効
果
的
に
開
発
さ
れ
、
そ
の

国
の
成
長
の
牽
引
力
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
総
合
的
な
支
援
を
続
け

て
い
く
方
針
だ
。

特集 都市開発
未来を形に

い
し
ず
え

※1 住宅、交通、道路など社会資本の整備について、長期的な方向性を定めた日本の国土利用のための開発計画。1962年
に策定された「第一次全国総合開発計画」を皮切りに、時代の変遷とともに5～10年ごとに見直しが行われている。現在は、
新たな国土形成計画法の下で「国土形成計画」が進行中。

※2 ITを活用して、電気、水道、交通などインフラの使用状況を総合的に管理し、
環境に優しいエネルギーの安定供給を目指す都市構想。

■ JICAが実施中の主な都市開発支援

南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏環境配慮
型都市開発促進プロジェクト

人口増加や経済活動の拡大により都市環境の
悪化が進む東部のマミナサタ広域都市圏で、都
市を適切に開発・管理できるようマスタープラン
の戦略的な活用法を伝える。

ウランバートル市都市開発実施能力向上プロ
ジェクト

無秩序に都市が拡大する首都ウランバートルで、
都市開発関連の法制度の整備、都市整備・開
発事業の実施に必要な行政能力の強化を支
援。土地利用・住環境の改善を図る。

インドネシア

カトマンズ盆地交通管理及び道路計画準備調査

人口が増加し交通量が飽和状態にある首都カト
マンズで、JICAが1993年に策定した交通計画
のマスタープランの改訂を支援。交通渋滞の解
消、交通事故の減少を目指す。

ネパール

首都ビエンチャン都市開発マスタープラン策定
プロジェクト

2030年には人口130万人に達すると見込まれ
る首都ビエンチャンで、社会・経済開発と都市環
境・景観の保全の両立の実現を目指したマスター
プランの作成を支援。

ラオス

プノンペン市都市交通計画プロジェクト

急速な経済成長による人口増加を受け、自動車・
二輪車の保有率が増え交通事情が悪化してい
る首都プノンペンで、信号・標識や交通規則の普
及などを通じて問題解決を目指す。

カンボジア

モンゴル

総合交通計画管理能力向上プロジェクト

JICAの支援で作成されたマニラ首都圏の交通
計画を活用し、運輸通信省の組織力強化を通じ
て、全国総合交通システム計画の政策づくり、交
通関係のデータ整備などを支援。

フィリピン

1357

8

9

10

246

11

ティラナ市都市インフラ近代化プロジェクト

民主化により人口増加が進む首都ティラナ市で、既
存のマスタープランをもとに都市インフラ整備のアク
ションプランを作成し、都市環境、市民のインフラアク
セスの改善を図る。

ダマスカス首都圏都市計画・管理能力向上
プロジェクト

首都圏の都市計画を担うダマスカス県・ダマスカス郊
外県の職員の能力向上を支援。マスタープランの作
成・活用方法、住民参加型開発の手法などの技術を
伝える。

ラホール都市交通マスタープラン策定
プロジェクト

パキスタン第2の都市・ラホールで、近年の急速な人
口増加によるニーズの変化を踏まえてマスタープラン
を改訂。市場経済の活性化と交通運輸・物流インフ
ラの改善を目指す。

復興支援緊急プロジェクト

2010年1月の大地震により壊滅的な被害を受けた
レオガン市と周辺地域を対象に、防災を考慮した復
興計画の策定、市街地の道路の舗装、配水管路網
の復旧などを実施。

アルバニア

シリア

パキスタン

ハイチ
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特
集 

都
市
開
発 

現
在
、
世
界
の
都
市
人
口
は
約
35
億
人
―
。

そ
の
中
で
も
近
年
は
、
開
発
途
上
国
で
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
の
移
動
が
著
し
く
、

2
0
5
0
年
に
は
約
80
億
の
途
上
国
人
口
の
半
数
が
都
市
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

人
が
増
え
、
拡
大
し
た
都
市
を
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
発
展
へ
と
導
い
て
い
く
の
か
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
の
経
験
を
生
か
し
、
途
上
国
で
都
市
開
発
分
野
の
協
力
を
進
め
て
い
る
。

編
集
協
力
：
大
西
隆
・
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
教
授
／
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
委
員 
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■都市人口の推移

途上国

先進国
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途上国の都市で最大人口を抱える
インドの首都デリー。交通手段の
多様化などを図るため、JICAもデ
リーメトロの建設を支援している
（撮影：谷本美加）

出典：UN World Urbanization Prospects：The 2009 Revision

　
東
京
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。「
世

界
三
大
都
市
」と
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
街
は
、

政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
世

界
で
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
３
都
市
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
世

界
各
国
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
都

市
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。「
都
市
」
と

は
一
般
的
に
、
あ
る
一
定
の
密
度
以
上
で
人

口
が
集
中
し
て
い
る
地
域
の
こ
と
。
歴
史
、

規
模
、
性
格
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
世
界
中
の

ど
の
都
市
も
、
国
の
発
展
の
原
動
力
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
近
代
の
都
市
化
が
始
ま
っ
た
の
は
、
18
世

紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
産
業
革
命
の
時
代
。
産
業
の
発
展
に

よ
り
都
市
に
雇
用
が
生
ま
れ
、
局
地
的
な
人

口
移
動
が
発
生
し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
産
業
革
命
は
他
の
欧
米
諸

国
へ
も
波
及
し
て
い
き
、
各
地
で
工
業
化
に

伴
う
都
市
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

　
一
見
、
華
や
か
に
繁
栄
を
遂
げ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
都
市
。
し
か
し
人
口
が
増
え
れ

ば
、
従
来
の
街
の
機
能
で
は
人
々
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
、住
宅
、

道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
が
追
い
付
か

ず
、工
業
化
の
恩
恵
を
受
け
て
生
ま
れ
た〝
都

市
〞
は
新
た
な
試
練
に
直
面
し
て
い
た
。

　
都
市
の
す
べ
て
の
人
の
生
活
を
守
り
、
経

工
業
化
に
伴
い
始
ま
っ
た

世
界
の
都
市
化 未

来
を
形
に

撮影：長倉洋海

撮影：浜田一男撮影：今村健志朗撮影：今村健志朗
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　 中国
「耐震建築人材育成プロジェクト」
→事例は16ページへ

　 コロンビア
「都市計画システムと土地管理ツールプロジェクト」
→事例は17ページへ

　 トルコ
「東部黒海地域開発計画調査」
→事例は17ページへ

　 モルディブ
「マレ島護岸建設計画」
→事例は17ページへ

　 カザフスタン
「アスタナ新首都総合開発計画調査」
→事例は8ページへ

　 トーゴ
「デジタル地形図作成プロジェクト」
→事例は16ページへ

　 ベトナム
「ハノイ市総合都市開発計画調査」
→事例は12ページへ

　 南スーダン
「ジュバ市内・近郊地域緊急生活基盤整備計画調査」
→事例は14ページへ
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済
発
展
の
礎
と
な
る
よ
う
に
―
。
そ
の
た
め

に
国
や
自
治
体
が
取
り
組
ん
だ
の
が
「
都
市

開
発
」。
ど
の
よ
う
に
、
道
路
や
橋
、
公
園

な
ど
の
公
的
設
備
を
建
設
し
、
人
間
の
居
住

地
を
配
置
し
て
い
く
か
。
水
道
、
電
気
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
整

備
し
て
い
く
か
。
地
理
的
な
条
件
、
人
の
流

れ
、
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
な
ど
を
考
慮
し
、
一

つ
一
つ
の
課
題
に
計
画
的
に
対
処
し
な
が
ら

〝
理
想
の
都
市
〞
を
実
現
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　
日
本
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
東
京

を
皮
切
り
に
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
都
市

を
中
心
に
発
展
。
欧
米
で
先
行
し
て
い
た
都

市
開
発
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
国
に
合
っ

た
手
法
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
関

東
大
震
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
焼
け

野
原
に
な
っ
た
地
区
も
あ
っ
た
が
、
１
９
５

０
〜
60
年
代
、
京
浜
・
京
葉
工
業
地
帯
な
ど

工
業
地
域
を
中
心
に
し
た
開
発
が
進
行
。
地

方
か
ら
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
が
大
量
に
発
生

し
、
再
び
、
急
速
な
都
市
化
が
起
こ
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
て
政
府
は
、
人
口
が
局

地
的
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
都
市
と
地
域

が
平
等
に
発
展
で
き
る
よ
う
62
年
に
「
第
一

次
全
国
総
合
開
発
計
画
※
１
」を
策
定
。日
本

全
体
の
国
土
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
れ
と
並

行
し
て
68
年
に
「
都
市
計
画
法
」
を
改
訂
し
、

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
目

指
し
た
制
度
づ
く
り
を
進
め
て
い
っ
た
。

　「
日
本
は
、
世
界
で
も
め
ず
ら
し
く
、
鉄

道
建
設
を
ベ
ー
ス
に
し
た
都
市
開
発
の
手
法

を
取
っ
て
き
た
」
と
話
す
の
は
、
東
京
大
学

工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
の
大
西
隆
教

授
。
車
社
会
が
定
着
し
て
い
る
欧
米
の
都
市

に
対
し
、
日
本
の
都
市
は
鉄
道
が
主
要
な
移

動
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
の
阪
急
・
阪

神
電
車
、
東
京
の
田
園
都
市
線
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
鉄
道
を
通
し
て
か
ら
駅
ご
と
に

街
を
つ
く
っ
て
き
た
か
ら
だ
。「
こ
れ
に
よ

り
、
日
本
で
は
限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
分
散

し
て
多
数
の
人
が
居
住
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。
こ
の
よ
う

な
日
本
の
都
市
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
も
少
な
く
、
近
年
注
視
さ

れ
る
「
環
境
社
会
配
慮
」
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
※
2
の
実
現
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
い
う
。

　
現
在
、
日
本
の
人
口
の
１
億
２
７
０
０
万

人
の
う
ち
、
都
市
人
口
は
１
・
１
億
人
。
う

ち
３
６
５
０
万
人
が
暮
ら
す
東
京
は
、
第
２

位
の
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー（
約
２
１
７
０
万
人
）

を
大
き
く
上
回
る
世
界
最
大
の
都
市
だ
。

　
今
も
な
お
、
世
界
の
都
市
人
口
は
伸
び
続

け
て
い
る
が
、
実
は
、
欧
米
や
日
本
な
ど
の

先
進
国
で
の
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
は
落
ち
着
き

つ
つ
あ
る
。
そ
う
、
近
年
の
世
界
的
な
都
市

化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、中
南
米
な
ど
の
開
発
途
上
国
だ
。

　
現
在
、
途
上
国
で
は
人
口
の
４
割
が
都
市

に
居
住
し
て
い
る
が
、
２
０
５
０
年
に
は
５

割
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
勢

い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。「
途

上
国
の
都
市
化
は
時
間
軸
が
短
い
。
す
で

に
先
進
国
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
技
術
を
輸

入
し
て
工
業
化
が
起
こ
る
の
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
工
場
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
人

が
集
ま
っ
て
く
る
」
と
大
西
教
授
。
し
か

し
多
く
の
場
合
、
都
市
開
発
を
担
う
行
政

側
の
体
制
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
急
激
に

膨
れ
上
が
っ
た
人
口
に
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
。

あ
ふ
れ
た
人
々
の
居
住
地
は
ス
ラ
ム
化
し
、

街
全
体
の
住
環
境
や
治
安
、
衛
生
面
の
悪

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
問
題
を
解
決
す
べ
く
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長
年
に
わ
た
り
途
上
国
の
都

市
開
発
に
協
力
し
て
き
た
。
個
別
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
力
を
入
れ
る
援
助
機
関
が
多

い
中
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
推
進
し
て
き
た
の
が

都
市
開
発
の
青
写
真
と
な
る
「
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
だ
。

　
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
う
だ
。
ま
ず
最

初
に
、
人
口
や
雇
用
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、

居
住
環
境
の
実
態
・
満
足
度
、
日
常
の
移

動
手
段
・
経
路
・
目
的
な
ど
に
つ
い
て
詳

細
に
調
査
し
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
科
学
的

方
法
で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
都
市
の
〝
起
こ
り
得
る

将
来
〞
と
〝
あ
る
べ
き
将
来
〞
を
描
き
、

具
体
的
な
支
援
を
進
め
て
い
く
。
つ
ま
り
、

現
状
分
析
、
計
画
立
案
か
ら
、
開
発
計
画

の
具
体
化
・
実
施
、
維
持
管
理
・
運
営
に

至
る
ま
で
の
都
市
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
全
体

の
支
援
を
重
視
し
て
い
る
の
だ
。

　「
途
上
国
は
、
民
族
・
宗
教
問
題
な
ど
を

抱
え
、政
情
が
安
定
し
て
い
な
い
国
も
多
い
。

世
界
最
大
の
都
市
を
持
つ

日
本
の
都
市
開
発
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科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
総
合
的
な
支
援

日
本
の
や
り
方
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
複
雑
な
社
会
事
情
を
考
慮
し
て
、
現
地

の
人
々
と
と
も
に
最
善
の
方
法
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
」と
大
西
教
授
は
強
調
す
る
。

将
来
的
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
か

ら
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
ま
で
、
都
市
開
発

の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
途
上
国
が
自
立
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
ま
た
途
上
国
で
は
、
地
震
や
津
波
、
ハ
リ

ケ
ー
ン
な
ど
の
自
然
災
害
、
長
年
に
わ
た
る

紛
争
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
未
完
成
だ
っ
た
都

市
が
完
全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
、〝
マ
イ
ナ

ス
か
ら
の
都
市
づ
く
り
〞
に
な
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。
実
際
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
で
、
復
興
に
伴
う
都
市
開

発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
く
実
施
し
て
い

る
。
今
度
は
逆
に
そ
こ
で
培
っ
た
貴
重
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
プ
ロ
セ

ス
に
還
元
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
出
て

い
る
。「
日
常
生
活
の
便
利
さ
と
津
波
か
ら

の
安
全
性
を
ど
う
両
立
さ
せ
て
い
く
か
が
課

題
。
日
本
は
湾
岸
部
で
の
局
地
的
な
津
波
災

害
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
平
野
部
ま
で
被

害
が
及
ん
だ
。
そ
の
復
興
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
協
力
の
経
験
が
生
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
大
西
教
授
は
話
す
。

　
都
市
の
発
展
と
と
も
に
、
人
々
の
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
が
保
た
れ
る
よ
う
に
―
。
途

上
国
の
都
市
が
効
果
的
に
開
発
さ
れ
、
そ
の

国
の
成
長
の
牽
引
力
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
総
合
的
な
支
援
を
続
け

て
い
く
方
針
だ
。

特集 都市開発
未来を形に

い
し
ず
え

※1 住宅、交通、道路など社会資本の整備について、長期的な方向性を定めた日本の国土利用のための開発計画。1962年
に策定された「第一次全国総合開発計画」を皮切りに、時代の変遷とともに5～10年ごとに見直しが行われている。現在は、
新たな国土形成計画法の下で「国土形成計画」が進行中。

※2 ITを活用して、電気、水道、交通などインフラの使用状況を総合的に管理し、
環境に優しいエネルギーの安定供給を目指す都市構想。

■ JICAが実施中の主な都市開発支援

南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏環境配慮
型都市開発促進プロジェクト

人口増加や経済活動の拡大により都市環境の
悪化が進む東部のマミナサタ広域都市圏で、都
市を適切に開発・管理できるようマスタープラン
の戦略的な活用法を伝える。

ウランバートル市都市開発実施能力向上プロ
ジェクト

無秩序に都市が拡大する首都ウランバートルで、
都市開発関連の法制度の整備、都市整備・開
発事業の実施に必要な行政能力の強化を支
援。土地利用・住環境の改善を図る。

インドネシア

カトマンズ盆地交通管理及び道路計画準備調査

人口が増加し交通量が飽和状態にある首都カト
マンズで、JICAが1993年に策定した交通計画
のマスタープランの改訂を支援。交通渋滞の解
消、交通事故の減少を目指す。

ネパール

首都ビエンチャン都市開発マスタープラン策定
プロジェクト

2030年には人口130万人に達すると見込まれ
る首都ビエンチャンで、社会・経済開発と都市環
境・景観の保全の両立の実現を目指したマスター
プランの作成を支援。

ラオス

プノンペン市都市交通計画プロジェクト

急速な経済成長による人口増加を受け、自動車・
二輪車の保有率が増え交通事情が悪化してい
る首都プノンペンで、信号・標識や交通規則の普
及などを通じて問題解決を目指す。

カンボジア

モンゴル

総合交通計画管理能力向上プロジェクト

JICAの支援で作成されたマニラ首都圏の交通
計画を活用し、運輸通信省の組織力強化を通じ
て、全国総合交通システム計画の政策づくり、交
通関係のデータ整備などを支援。

フィリピン

1357

8

9

10

246

11

ティラナ市都市インフラ近代化プロジェクト

民主化により人口増加が進む首都ティラナ市で、既
存のマスタープランをもとに都市インフラ整備のアク
ションプランを作成し、都市環境、市民のインフラアク
セスの改善を図る。

ダマスカス首都圏都市計画・管理能力向上
プロジェクト

首都圏の都市計画を担うダマスカス県・ダマスカス郊
外県の職員の能力向上を支援。マスタープランの作
成・活用方法、住民参加型開発の手法などの技術を
伝える。

ラホール都市交通マスタープラン策定
プロジェクト

パキスタン第2の都市・ラホールで、近年の急速な人
口増加によるニーズの変化を踏まえてマスタープラン
を改訂。市場経済の活性化と交通運輸・物流インフ
ラの改善を目指す。

復興支援緊急プロジェクト

2010年1月の大地震により壊滅的な被害を受けた
レオガン市と周辺地域を対象に、防災を考慮した復
興計画の策定、市街地の道路の舗装、配水管路網
の復旧などを実施。

アルバニア

シリア

パキスタン

ハイチ
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特
集 

都
市
開
発 

現
在
、
世
界
の
都
市
人
口
は
約
35
億
人
―
。

そ
の
中
で
も
近
年
は
、
開
発
途
上
国
で
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
の
移
動
が
著
し
く
、

2
0
5
0
年
に
は
約
80
億
の
途
上
国
人
口
の
半
数
が
都
市
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

人
が
増
え
、
拡
大
し
た
都
市
を
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
発
展
へ
と
導
い
て
い
く
の
か
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
の
経
験
を
生
か
し
、
途
上
国
で
都
市
開
発
分
野
の
協
力
を
進
め
て
い
る
。

編
集
協
力
：
大
西
隆
・
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
教
授
／
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
委
員 
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■都市人口の推移

途上国

先進国

September 2011                         04

途上国の都市で最大人口を抱える
インドの首都デリー。交通手段の
多様化などを図るため、JICAもデ
リーメトロの建設を支援している
（撮影：谷本美加）

出典：UN World Urbanization Prospects：The 2009 Revision

　
東
京
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。「
世

界
三
大
都
市
」と
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
街
は
、

政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
世

界
で
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
３
都
市
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
世

界
各
国
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
都

市
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。「
都
市
」
と

は
一
般
的
に
、
あ
る
一
定
の
密
度
以
上
で
人

口
が
集
中
し
て
い
る
地
域
の
こ
と
。
歴
史
、

規
模
、
性
格
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
世
界
中
の

ど
の
都
市
も
、
国
の
発
展
の
原
動
力
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
近
代
の
都
市
化
が
始
ま
っ
た
の
は
、
18
世

紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ

リ
ス
の
産
業
革
命
の
時
代
。
産
業
の
発
展
に

よ
り
都
市
に
雇
用
が
生
ま
れ
、
局
地
的
な
人

口
移
動
が
発
生
し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
産
業
革
命
は
他
の
欧
米
諸

国
へ
も
波
及
し
て
い
き
、
各
地
で
工
業
化
に

伴
う
都
市
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

　
一
見
、
華
や
か
に
繁
栄
を
遂
げ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
都
市
。
し
か
し
人
口
が
増
え
れ

ば
、
従
来
の
街
の
機
能
で
は
人
々
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
、住
宅
、

道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
が
追
い
付
か

ず
、工
業
化
の
恩
恵
を
受
け
て
生
ま
れ
た〝
都

市
〞
は
新
た
な
試
練
に
直
面
し
て
い
た
。

　
都
市
の
す
べ
て
の
人
の
生
活
を
守
り
、
経

工
業
化
に
伴
い
始
ま
っ
た

世
界
の
都
市
化 未

来
を
形
に

撮影：長倉洋海

撮影：浜田一男撮影：今村健志朗撮影：今村健志朗



アスタナ市の開発状況と今後の計画について説明するアスタナ市建築・都市計画局のドスマガムベト
フ局長（写真左）。国際コンペ前に黒川紀章氏が描いたスケッチ（写真右：黒川紀章建設都市設計事
務所提供）に近い街づくりが進んでいる

首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
街
を
―

国
際
コ
ン
ペ
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　

　
空
想
の
世
界
の
よ
う
な「
未
来
都
市
」

が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
あ
る
。首
都
ア
ス

タ
ナ
だ
。３
６
０
度
見
渡
す
限
り
地
平

線
。そ
の
先
ま
で
広
が
る
大
草
原
の
上

に
、
東
京
23
区
ほ
ど
の
街
が
蜃
気
楼
の

よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　
１
９
９
１
年
の
独
立
当
時
、
こ
こ
は

小
麦
中
心
の
穀
倉
地
帯
に
旧
ソ
連
時
代

の
建
築
物
が
点
在
す
る
田
舎
町
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。し
か
し
20
年
が
経
過
し
た

今
、
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源

を
背
景
に
国
が
急
成
長
、
ア
ス
タ
ナ
も

一
大
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

　
ア
ル
マ
テ
ィ
か
ら
ア
ス
タ
ナ
へ
、
首

都
を
移
転
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
は

97
年
。ア
ス
タ
ナ
は
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
鉄
道
・
道
路
と
も

に
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
。自
然
災

害
の
可
能
性
が
低
く
、
人
口
増
に
耐
え

得
る
広
大
な
土
地
が
あ
る
こ
と
も
、
移

転
先
に
選
ば
れ
た
理
由
だ
っ
た
。

　
目
標
は
２
０
３
０
年
。ま
っ
さ

ら
な
大
草
原
に
１
０
０
万
人
都

市
を
築
く
―
。

　
新
首
都
建
設
に
当
た
り
、
世
界

的
に
活
躍
す
る
建
築
家
約
50
人

に
参
加
が
呼
び
掛
け
ら
れ
、
99
年

に
国
際
コ
ン
ペ
が
開
か
れ
た
。ア

ジ
ア
か
ら
は
唯
一
、
ロ
シ
ア
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
い
た
黒

川
紀
章
氏
が
指
名
さ
れ
た
。し
か

し
、
本
命
と
い
わ
れ
た
の
は
、
ド

イ
ツ
や
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
。い

ず
れ
も
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
歴
史

的
・
経
済
的
つ
な
が
り
の
強
い

国
々
だ
っ
た
。そ
の
上
、
コ
ン
ペ

に
向
け
た
準
備
期
間
は
わ
ず
か

に
４
カ
月
。だ
が
、
そ
れ
で
も
黒

川
氏
は
「
一
国
の
首
都
を
設
計
す

る
チ
ャ
ン
ス
な
ん
て
な
い
」
と
昼

夜
を
問
わ
ず
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
。

そ
し
て
周
囲
の
予
想
に
反
し
、
一

次
・
二
次
審
査
を
通
過
。最
終
審

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

上
下
水
道
整
備

市
民
の
シ
ン
ボ
ル

国
際
空
港
の
建
設

特集 都市開発
未来を形に

査
で
は
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統
領
の
目

の
前
で
思
い
を
伝
え
た
。

　
優
勝
し
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
帰
国

後
、
一
本
の
電
話
で
だ
っ
た
。こ
の
直

後
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
依
頼

が
殺
到
。「『
な
ぜ
日
本
人
な
ん
だ
？
』と

皆
、
驚
い
て
い
ま
し
た
ね
」。黒
川
氏
の

も
と
で
仕
事
を
し
て
き
た
株
式
会
社
黒

川
紀
章
建
築
都
市
設
計
事
務
所
の
当
時

の
設
計
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
話
す
。

　
勝
利
を
手
繰
り
寄
せ
た
の
は
、「
メ
タ

ボ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ

た
。新
陳
代
謝
を
繰
り
返
す
生
命
体
の

よ
う
に
、建
築
や
都
市
も
、無
機
的
で
は

な
く〝
有
機
的
に
〞デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
べ

き
と
い
う
、
黒
川
氏
ら
日
本
の
建
築
家

が
60
年
代
か
ら
提
唱
し
て
き
た
理
念

だ
。ア
ス
タ
ナ
は
緑
に
あ
ふ
れ
た
都
市
。

街
の
中
心
を
東
西
に
流
れ
る
イ
シ
ム
川

は
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
然
や
景
観
を
最
大
限
生
か

し
、
規
則
正
し
い
無
機
質
な
都
市
の
発

展
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
か
た
ま

り
）
で
開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
黒

川
氏
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。

　
ま
た
、「
共
生
の
思
想
」も
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
人
々
の
心
に
響
い
た
。こ
れ
は

伝
統
と
近
代
、
ハ
イ
テ
ク
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
よ
う
に
、
二
つ
の
相
反

す
る
も
の
を
調
和
さ
せ
て
い
く
と
い
う

考
え
方
で
あ
り
、「
自
然
と
街
が
一
緒
に

発
展
し
て
い
く
、
そ
の
発
想
が
と
て
も

斬
新
だ
っ
た
」
と
当
時
審
査
員
を
務
め

た
ア
ス
タ
ナ
市
建
築
・
都
市
計
画
局
の

ド
ス
マ
ガ
ム
ベ
ト
フ
・
バ
イ
ー
ル
局
長

は
話
す
。都
市
開
発
と
環
境
問
題
は
表

裏
一
体
。だ
が
黒
川
氏
は
、緑
を
壊
さ
な

い
、と
い
う
よ
り
む
し
ろ〝
増
や
し
て
い

く
〞都
市
開
発
を
提
案
し
た
の
だ
。

　
そ
し
て
２
０
０
０
年
、
こ
の
デ
ザ
イ

ン
案
を
実
現
す
べ
く
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

政
府
は
世
界
各
地
で
都
市
計
画
策
定
に

協
力
し
て
き
た
実
績
の
あ
る
日
本
に
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
を
要
請
。そ
れ

を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
の
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
「
ア
ス
タ
ナ
新
首
都
総
合
開
発
計

画
調
査
」だ
。こ
の
調
査
で
は
、交
通
、住

宅
、電
力
、通
信
、ガ
ス
、水
資
源
、上
下

水
道
、
廃
棄
物
、
防
災
、
緑
化
、
景
観
な

ど
、
総
勢
39
人
の
専
門
家
が
現
地
入
り

し
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
都
市
機
能
を

分
析
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、
10
年
後
、

20
年
後
、そ
し
て
30
年
後
の
街
の
姿
を
、

図
面
に
一
つ
一
つ
描
い
て
い
っ
た
。

　
新
首
都
建
設
の
開
始
か
ら
10
年
余

り
。２
０
０
０
年
当
時
約
30
万
人
だ
っ

た
人
口
が
、
島
根
県
と
ほ
ぼ
同
じ
70
万

人
に
ま
で
増
加
し
た
ア
ス
タ
ナ
は
、
市

内
の
あ
ち
こ
ち
で
建
設
工
事
が
進
め
ら

れ
、
一
国
の
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
建
築
物
同
士

が
緑
で
〝
つ
な
が
れ
て
〞
い
た
こ
と
。高

さ
97
メ
ー
ト
ル
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

特集 都市開発
未来を形に

ー
・
バ
イ
テ
レ
ッ
ク
か
ら
眺
め
た
新
都

心
は
、
国
会
―
裁
判
所
―
大
統
領
官
邸

の
間
を
色
と
り
ど
り
の
草
花
が
埋
め
尽

く
し
、
ま
さ
に「
共
生
の
思
想
」が
体
現

さ
れ
た
場
面
。「
５
ミ
リ
幅
で
い
い
か
ら

緑
を
つ
な
ぐ
と
い
う
の
が
黒
川
の
考
え

で
し
た
。そ
う
す
れ
ば
昆
虫
や
微
生
物

が
移
動
で
き
ま
す
よ
ね
」
と
、
今
用
雄

二
・
元
黒
川
紀
章
建
築
都
市
設
計
事

務
所
常
務
取
締
役
（
現
・
I
M
A
Y
O 

C
R
E
A
T
I
O
N
代
表
）は
話
す
。

　
交
通
計
画
の
一
つ
「
ト
リ
プ
ル
・
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
計
画
」
も
完
成
に
近
づ
い

て
い
た
。街
の
内
側
に
２
本
、外
側
に
１

本
の
環
状
道
路（
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）を
描

い
た
黒
川
氏
。「
都
市
は
碁
盤
目
状
に
つ

く
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
無
数
の
交
差

点
が
で
き
交
通
渋
滞
が
起
こ
り
や
す

く
、
ま
た
敷
地
が
増
え
る
こ
と
で
区
画

が
複
雑
化
し
、
乱
開
発
の
対
象
に
な
り

や
す
い
」（
当
時
の
設
計
ス
タ
ッ
フ
）。さ

ら
に
外
側
の
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
脇
に
は
森

を
つ
く
り
、生
態
回
廊
を
意
味
す
る「
エ

コ
コ
リ
ド
ー
」と
命
名
。景
観
の
み
な
ら

ず
、
零
下
40
度
に
ま
で
冷
え
込
む
冬
の

冷
た
い
強
風
か
ら
街
を
守
る
防
風
林
の

役
目
も
果
た
し
て
い
る
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
の
調

査
で
は
、街
の
成
長
に
合
わ
せ
て
電
力
、

通
信
、上
下
水
道
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
基

礎
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
く
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。特
に
50
〜
60
年

代
に
建
設
さ
れ
た
上
下
水
道
施
設
の
老

朽
化
が
ひ
ど
く
、
一
刻
も
早
い
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
03
年
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府

は
取
水
塔
や
浄
水
場
、
下
水
処
理
場
と

い
っ
た
施
設
の
改
修
・
拡
充
、配
水
管
・

下
水
管
の
拡
張
な
ど
の
支
援
を
日
本
に

要
請
。そ
の
翌
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
総
事
業

費
の
８
割
に
及
ぶ
約
２
１
３
億
円
の
円

借
款
を
供
与
す
る
形
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
動
き
出
し
た
。

　「
こ
こ
で
は
１
日
10
万
立
方
メ
ー
ト

ル
、
約
50
万
人
の
水
を
処
理
し
て
い
ま

す
」。コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
担
当

す
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｊ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
の
下
藤
雄
之
さ
ん
が
、
今
年
２
月
に

完
成
し
た
ば
か
り
の
真
新
し
い
浄
水
場

を
案
内
し
て
く
れ
た
。「
新
し
い
と
い
っ

て
も
浄
水
場
と
い
う
の
は
非
常
に
原
始

的
で
し
て
ね
」。浄
水
と
は
、
薬
品
で
不

純
物
を
凝
縮
・
沈
殿
、
上
水
を
砂
で
ろ

過
し
て
最
後
に
塩
素
を
入
れ
飲
み
水
に

す
る
こ
と
。世
界
中
ど
こ
で
も
、昔
か
ら

変
わ
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
も
と
も
と
あ
る
同
規
模

の
浄
水
場
は
、
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
も
運

転
効
率
が
悪
い
。そ
こ
で
新
設
し
た
浄

水
場
は
、
遠
隔
操
作
に
よ
り
場
内
全
体

の
状
況
を
一
元
的
に
管
理
。株
式
会
社

荏
原
製
作
所
の
特
許
技
術
で
あ
る
グ
リ

ー
ン
リ
ー
フ
フ
ィ
ル
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
※
も
活
用
し
、
効
率
的
に
処
理

で
き
る
よ
う
に
し
た
。「
既
設
と
新
設
の

浄
水
場
2
つ
を
合
わ
せ
て
１
０
０
万
人

分
の
飲
料
水
が
供
給
可
能
に
な
っ
た
」

（
下
藤
さ
ん
）。そ
の
ほ
か
に
も
、市
内
に

17
カ
所
の
中
継
ポ
ン
プ
場
や
総
延
長
１

２
７
キ
ロ
の
送
水
管
な
ど
が
新
た
に
敷

設
さ
れ
た
こ
と
で
、
各
家
庭
へ
の
配
水

も
安
定
し
た
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
国
で
経
験
を
積
ん
で

き
た
下
藤
さ
ん
ら
日
本
人
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
の
仕
事
で
は
学
ん
だ
こ
と
も
多

い
」と
話
す
の
は
、ア
ス
タ
ナ
市
水
道
公

社
の
ド
ッ
サ
イ
ェ
フ
・
ヴ
ァ
リ
ハ
ン
総

裁
。「
円
借
款
で
は
下
水
処
理
場
の
近
代

化
も
進
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
70
万

人
規
模
。日
本
の
支
援
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
１
０
０
万
人
規
模
に
ま
で

処
理
能
力
を
高
め
て
い
く
予
定
で
す
」。

　
国
旗
に
配
色
さ
れ
た
〝
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
・
ブ
ル
ー
〞の
ド
ー
ム
が
、夏
の
青
い

空
に
映
え
る
新
首
都
の
玄
関
口
、
ア
ス

タ
ナ
国
際
空
港
。ド
ー
ム
の
内
側
に
は
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
伝
統
模
様
が
あ
し
ら

わ
れ
、
温
か
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て

い
る
。「
遊
牧
民
の
移
動
式
住
居
、
ユ
ル

タ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ん
で
す
」。タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
設
計
担
当
だ
っ
た
今
用
さ

ん
が
話
す
。現
在
、17
本
の
国
際
線
・
15

本
の
国
内
線
が
発
着
。年
間
約
１
８
０

万
人
が
利
用
す
る
こ
の
空
港
は
04
年
、

総
事
業
費
の
８
割
に
上
る
円
借
款
・
約

２
２
１
億
円
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た
。

　
世
界
で
７
番
目
の
広
大
な
国
土
を
有

す
る
内
陸
国
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、

航
空
輸
送
は
重
要
な
交
通
手
段
だ
。し

か
し
上
下
水
道
同
様
、
空
港
設
備
も
ソ

連
時
代
の
も
の
。老
朽
化
が
激
し
く
、そ

の
サ
イ
ズ
も
国
内
線
専
用
の
小
さ
な
も

の
だ
っ
た
。

　
だ
が
首
都
移
転
を
受
け
、
国
内
外
か

ら
の
訪
問
者
が
増
加
。増
え
続
け
る
人

の
移
動
や
物
流
へ
の
対
応
が
急
が
れ

た
。こ
う
し
て
99
年
、空
港
建
設
が
ス
タ

ー
ト
。５
階
建
て
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
ほ
か
、管
制
塔
や
駐
機
場
、航
空
機
搭

乗
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
が
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　
ま
た
、
空
港
の
心
臓
部
で
あ
る
電
源

供
給
施
設
を
新
設
。万
が
一
停
電
に
な

っ
て
も
60
秒
以
内
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電

源
が
働
く
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。「
零

下
40
度
で
電
源
装
置
の
操
作
盤
が
凍
っ

て
し
ま
い
、
１
時
間
空
港
を
閉
鎖
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
」と
話
す
の
は
、空
港
建

設
事
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
も

担
当
し
た
下
藤
さ
ん
。真
夏
は
40
度
に

達
す
る
ア
ス
タ
ナ
。一
年
の
寒
暖
差
は

80
度
。タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
は
、１
枚
３

５
０
キ
ロ
も
あ
る
分
厚
い
窓
ガ
ラ
ス
を

三
重
に
使
用
す
る
な
ど
、
厳
し
い
気
候

条
件
に
耐
え
得
る
設
計
・
施
工
管
理
が

求
め
ら
れ
る
難
し
い
仕
事
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
99
年
、
年
間
20
万
人
ほ
ど
だ

っ
た
空
港
の
利
用
客
は
右
肩
上
が
り
に

伸
び
、観
光
収
入
も
年
々
増
え
て
い
る
。

ア
ス
タ
ナ
国
際
空
港
公
社
の
ベ
ッ
ク
ム

ル
ゼ
ィ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
総
裁
は
、

「
日
本
と
の
直
行
便
も
ぜ
ひ
就
航
さ
せ

た
い
」と
期
待
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
目
標
の
２
０
３
０
年
ま
で
あ
と
20

年
。予
想
を
上
回
る
速
さ
で
成
長
し
、都

市
計
画
の
部
分
的
変
更
も
生
じ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
ア

ス
タ
ナ
に
生
き
続
け
、
街
の
発
展
に
そ

れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。真
っ
白
な

画
用
紙
に
街
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
こ

と
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。し
か
し
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
描
か
れ
た
一
本
一

本
の
細
い
線
が
、
こ
う
し
て
人
間
の
営

み
を
豊
か
に
す
る
都
市
と
し
て
、
確
実

に
具
現
化
さ
れ
て
い
た
。

カ
ザ
フ
人
の
心
に
届
い
た

街
の
コ
ン
セ
プ
ト

新しい首都をデザインする

カ ザ フ ス タン

from KAZAKHSTAN

し
ん 

き  

ろ
う

う
わ
み
ず

科学技術を掲げる学術都市へ
　上空から見るとロブスター型のキャンパス。中に入ると常夏リ
ゾートのようなホール。なんとも斬新な設計のナザルバエフ大学
は、カザフスタンの科学技術の発展に貢献する人材を養成する
大学として2010年10月に開校した。カザフスタンの公用語は
ロシア語だが、この大学の授業はすべて英語。教授陣は海外か
ら積極的に招へいし、なんと学長は日本人の勝茂夫氏（元・世
界銀行副総裁）が務める。大学運営の中心的役割を担うバイガ
ーリン・カナット教授は、「世界の研究機関と協力しながら、さらに
レベルを上げていきたい」と話す。
　敷地内のマスタープラン設計は黒川紀章建築都市設計事
務所が手掛け、2020年までに学生寮や研究棟のほか、市民に
開放する公園なども造られる予定。事業を統括するブガイェフ・
アルジャンさんは、アスタナ空港建設のときにコンサルタントとし
て働いた。「あのとき、コンサルタントという仕事を初めて知った。
品質管理を行うコンサルタントは、その言葉自体、カザフスタンに
存在しなかった」。
　さらにJICAの支援で、太陽光パネルを設置する計画も進んで
いる。「CO2なしでキャンパスをつくりたい」と言うカナット教授
は、かつてUNFCCC（国連気候変動枠組条約）でカザフスタン
代表を務めた経歴の持ち主だ。政治の中心のみならず、アスタ
ナはクリーンな学術都市としても発展しようとしている。

※自動式の急速ろ過装置。

機
能
性
を
兼
ね
備
え
た

都
市
へ

1997年、カザフスタンの首都移転が発表された。
新首都をデザインしたのは、日本を代表する建築家・黒川紀章氏。
マスタープランの策定には、JICAが協力した。
近代の歴史を見ても数えるほどしかない遷都。
国家の一大事業に、他国がかかわるのはとても稀なことだ。
７月下旬、活気にあふれた首都アスタナを取材した。

夕暮れ時、若者や家族連れでにぎわうイシム川のほとり。以前はたびたび洪水に見舞われたが、
マスタープラン策定に基づき、人工基盤で土地がかさ上げされ、その上に遊歩道や公園が造られた

a.円借款で新設された浄水場。ろ過装置には、荏原
製作所の特許技術が使われている
b.新浄水場の制御室。大型パネルで場内の状況が
ひと目で分かり、異常が発生した箇所は赤く点滅する
設定になっている
c.市の中心から約50キロ南東にある貯水池に円借
款で建設された取水塔。取水量などのデータは、レー
ダーで街なかにある浄水場の制御室に送信される仕
組みになっている
d.アスタナ市水道公社のドッサイェフ総裁（右）は、日
本人コンサルタントと毎週のようにミーティングで顔を
合わせており、下藤さんとは腹を割って話せる仲

ac

b

d

e

fg

アスタナ

アルマティ

街の中心部にそびえる
シンボルタワーのバイテレック

e.青いドームが象徴的なアスタナ国際空港。
寒暖差80度に耐えるため、「熱を逃さない」
「水を通さない」「結露を起こさせない」ように設
計が行われ、ターミナルビル内には三菱電機の
エレベーターやTOTOのトイレが導入されている
f.右から、アスタナ国際空港公社のベックムル
ゼィン総裁、下藤さん、今用さん。新国際空港
の建設は「アスタナの国際的なイメージをアッ
プさせ、CIS諸国（旧ソ連の国々）の中規模ク
ラスの空港でナンバー1に選ばれました」とベッ
クムルゼィン総裁
g.アスタナ国際空港の心臓部である電源供給
施設。建設されて約6年が経過したが、施設は
きちんと維持管理されていた

朝日に照らされるアスタナ
の街。夏は大草原に、冬
は銀世界の中に都市が浮
かび上がっているかのよう

新都心には色鮮やかな草花が植えら
れ、建物と建物の間が緑でつながれて
いる。青いドームの建物は大統領官邸
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アスタナ市の開発状況と今後の計画について説明するアスタナ市建築・都市計画局のドスマガムベト
フ局長（写真左）。国際コンペ前に黒川紀章氏が描いたスケッチ（写真右：黒川紀章建設都市設計事
務所提供）に近い街づくりが進んでいる

首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
街
を
―

国
際
コ
ン
ペ
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　

　
空
想
の
世
界
の
よ
う
な「
未
来
都
市
」

が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
あ
る
。首
都
ア
ス

タ
ナ
だ
。３
６
０
度
見
渡
す
限
り
地
平

線
。そ
の
先
ま
で
広
が
る
大
草
原
の
上

に
、
東
京
23
区
ほ
ど
の
街
が
蜃
気
楼
の

よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　
１
９
９
１
年
の
独
立
当
時
、
こ
こ
は

小
麦
中
心
の
穀
倉
地
帯
に
旧
ソ
連
時
代

の
建
築
物
が
点
在
す
る
田
舎
町
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。し
か
し
20
年
が
経
過
し
た

今
、
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源

を
背
景
に
国
が
急
成
長
、
ア
ス
タ
ナ
も

一
大
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

　
ア
ル
マ
テ
ィ
か
ら
ア
ス
タ
ナ
へ
、
首

都
を
移
転
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
は

97
年
。ア
ス
タ
ナ
は
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
鉄
道
・
道
路
と
も

に
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
。自
然
災

害
の
可
能
性
が
低
く
、
人
口
増
に
耐
え

得
る
広
大
な
土
地
が
あ
る
こ
と
も
、
移

転
先
に
選
ば
れ
た
理
由
だ
っ
た
。

　
目
標
は
２
０
３
０
年
。ま
っ
さ

ら
な
大
草
原
に
１
０
０
万
人
都

市
を
築
く
―
。

　
新
首
都
建
設
に
当
た
り
、
世
界

的
に
活
躍
す
る
建
築
家
約
50
人

に
参
加
が
呼
び
掛
け
ら
れ
、
99
年

に
国
際
コ
ン
ペ
が
開
か
れ
た
。ア

ジ
ア
か
ら
は
唯
一
、
ロ
シ
ア
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
い
た
黒

川
紀
章
氏
が
指
名
さ
れ
た
。し
か

し
、
本
命
と
い
わ
れ
た
の
は
、
ド

イ
ツ
や
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
。い

ず
れ
も
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
歴
史

的
・
経
済
的
つ
な
が
り
の
強
い

国
々
だ
っ
た
。そ
の
上
、
コ
ン
ペ

に
向
け
た
準
備
期
間
は
わ
ず
か

に
４
カ
月
。だ
が
、
そ
れ
で
も
黒

川
氏
は
「
一
国
の
首
都
を
設
計
す

る
チ
ャ
ン
ス
な
ん
て
な
い
」
と
昼

夜
を
問
わ
ず
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
。

そ
し
て
周
囲
の
予
想
に
反
し
、
一

次
・
二
次
審
査
を
通
過
。最
終
審

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

上
下
水
道
整
備

市
民
の
シ
ン
ボ
ル

国
際
空
港
の
建
設

特集 都市開発
未来を形に

査
で
は
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統
領
の
目

の
前
で
思
い
を
伝
え
た
。

　
優
勝
し
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
帰
国

後
、
一
本
の
電
話
で
だ
っ
た
。こ
の
直

後
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
依
頼

が
殺
到
。「『
な
ぜ
日
本
人
な
ん
だ
？
』と

皆
、
驚
い
て
い
ま
し
た
ね
」。黒
川
氏
の

も
と
で
仕
事
を
し
て
き
た
株
式
会
社
黒

川
紀
章
建
築
都
市
設
計
事
務
所
の
当
時

の
設
計
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
話
す
。

　
勝
利
を
手
繰
り
寄
せ
た
の
は
、「
メ
タ

ボ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ

た
。新
陳
代
謝
を
繰
り
返
す
生
命
体
の

よ
う
に
、建
築
や
都
市
も
、無
機
的
で
は

な
く〝
有
機
的
に
〞デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
べ

き
と
い
う
、
黒
川
氏
ら
日
本
の
建
築
家

が
60
年
代
か
ら
提
唱
し
て
き
た
理
念

だ
。ア
ス
タ
ナ
は
緑
に
あ
ふ
れ
た
都
市
。

街
の
中
心
を
東
西
に
流
れ
る
イ
シ
ム
川

は
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
然
や
景
観
を
最
大
限
生
か

し
、
規
則
正
し
い
無
機
質
な
都
市
の
発

展
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
か
た
ま

り
）
で
開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
黒

川
氏
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。

　
ま
た
、「
共
生
の
思
想
」も
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
人
々
の
心
に
響
い
た
。こ
れ
は

伝
統
と
近
代
、
ハ
イ
テ
ク
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
よ
う
に
、
二
つ
の
相
反

す
る
も
の
を
調
和
さ
せ
て
い
く
と
い
う

考
え
方
で
あ
り
、「
自
然
と
街
が
一
緒
に

発
展
し
て
い
く
、
そ
の
発
想
が
と
て
も

斬
新
だ
っ
た
」
と
当
時
審
査
員
を
務
め

た
ア
ス
タ
ナ
市
建
築
・
都
市
計
画
局
の

ド
ス
マ
ガ
ム
ベ
ト
フ
・
バ
イ
ー
ル
局
長

は
話
す
。都
市
開
発
と
環
境
問
題
は
表

裏
一
体
。だ
が
黒
川
氏
は
、緑
を
壊
さ
な

い
、と
い
う
よ
り
む
し
ろ〝
増
や
し
て
い

く
〞都
市
開
発
を
提
案
し
た
の
だ
。

　
そ
し
て
２
０
０
０
年
、
こ
の
デ
ザ
イ

ン
案
を
実
現
す
べ
く
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

政
府
は
世
界
各
地
で
都
市
計
画
策
定
に

協
力
し
て
き
た
実
績
の
あ
る
日
本
に
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
を
要
請
。そ
れ

を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
の
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
「
ア
ス
タ
ナ
新
首
都
総
合
開
発
計

画
調
査
」だ
。こ
の
調
査
で
は
、交
通
、住

宅
、電
力
、通
信
、ガ
ス
、水
資
源
、上
下

水
道
、
廃
棄
物
、
防
災
、
緑
化
、
景
観
な

ど
、
総
勢
39
人
の
専
門
家
が
現
地
入
り

し
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
都
市
機
能
を

分
析
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、
10
年
後
、

20
年
後
、そ
し
て
30
年
後
の
街
の
姿
を
、

図
面
に
一
つ
一
つ
描
い
て
い
っ
た
。

　
新
首
都
建
設
の
開
始
か
ら
10
年
余

り
。２
０
０
０
年
当
時
約
30
万
人
だ
っ

た
人
口
が
、
島
根
県
と
ほ
ぼ
同
じ
70
万

人
に
ま
で
増
加
し
た
ア
ス
タ
ナ
は
、
市

内
の
あ
ち
こ
ち
で
建
設
工
事
が
進
め
ら

れ
、
一
国
の
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
建
築
物
同
士

が
緑
で
〝
つ
な
が
れ
て
〞
い
た
こ
と
。高

さ
97
メ
ー
ト
ル
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ

特集 都市開発
未来を形に

ー
・
バ
イ
テ
レ
ッ
ク
か
ら
眺
め
た
新
都

心
は
、
国
会
―
裁
判
所
―
大
統
領
官
邸

の
間
を
色
と
り
ど
り
の
草
花
が
埋
め
尽

く
し
、
ま
さ
に「
共
生
の
思
想
」が
体
現

さ
れ
た
場
面
。「
５
ミ
リ
幅
で
い
い
か
ら

緑
を
つ
な
ぐ
と
い
う
の
が
黒
川
の
考
え

で
し
た
。そ
う
す
れ
ば
昆
虫
や
微
生
物

が
移
動
で
き
ま
す
よ
ね
」
と
、
今
用
雄

二
・
元
黒
川
紀
章
建
築
都
市
設
計
事

務
所
常
務
取
締
役
（
現
・
I
M
A
Y
O 

C
R
E
A
T
I
O
N
代
表
）は
話
す
。

　
交
通
計
画
の
一
つ
「
ト
リ
プ
ル
・
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
計
画
」
も
完
成
に
近
づ
い

て
い
た
。街
の
内
側
に
２
本
、外
側
に
１

本
の
環
状
道
路（
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）を
描

い
た
黒
川
氏
。「
都
市
は
碁
盤
目
状
に
つ

く
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
無
数
の
交
差

点
が
で
き
交
通
渋
滞
が
起
こ
り
や
す

く
、
ま
た
敷
地
が
増
え
る
こ
と
で
区
画

が
複
雑
化
し
、
乱
開
発
の
対
象
に
な
り

や
す
い
」（
当
時
の
設
計
ス
タ
ッ
フ
）。さ

ら
に
外
側
の
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
脇
に
は
森

を
つ
く
り
、生
態
回
廊
を
意
味
す
る「
エ

コ
コ
リ
ド
ー
」と
命
名
。景
観
の
み
な
ら

ず
、
零
下
40
度
に
ま
で
冷
え
込
む
冬
の

冷
た
い
強
風
か
ら
街
を
守
る
防
風
林
の

役
目
も
果
た
し
て
い
る
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
の
調

査
で
は
、街
の
成
長
に
合
わ
せ
て
電
力
、

通
信
、上
下
水
道
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
基

礎
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
く
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。特
に
50
〜
60
年

代
に
建
設
さ
れ
た
上
下
水
道
施
設
の
老

朽
化
が
ひ
ど
く
、
一
刻
も
早
い
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
03
年
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府

は
取
水
塔
や
浄
水
場
、
下
水
処
理
場
と

い
っ
た
施
設
の
改
修
・
拡
充
、配
水
管
・

下
水
管
の
拡
張
な
ど
の
支
援
を
日
本
に

要
請
。そ
の
翌
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
総
事
業

費
の
８
割
に
及
ぶ
約
２
１
３
億
円
の
円

借
款
を
供
与
す
る
形
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
動
き
出
し
た
。

　「
こ
こ
で
は
１
日
10
万
立
方
メ
ー
ト

ル
、
約
50
万
人
の
水
を
処
理
し
て
い
ま

す
」。コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
担
当

す
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｊ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
の
下
藤
雄
之
さ
ん
が
、
今
年
２
月
に

完
成
し
た
ば
か
り
の
真
新
し
い
浄
水
場

を
案
内
し
て
く
れ
た
。「
新
し
い
と
い
っ

て
も
浄
水
場
と
い
う
の
は
非
常
に
原
始

的
で
し
て
ね
」。浄
水
と
は
、
薬
品
で
不

純
物
を
凝
縮
・
沈
殿
、
上
水
を
砂
で
ろ

過
し
て
最
後
に
塩
素
を
入
れ
飲
み
水
に

す
る
こ
と
。世
界
中
ど
こ
で
も
、昔
か
ら

変
わ
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
も
と
も
と
あ
る
同
規
模

の
浄
水
場
は
、
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
も
運

転
効
率
が
悪
い
。そ
こ
で
新
設
し
た
浄

水
場
は
、
遠
隔
操
作
に
よ
り
場
内
全
体

の
状
況
を
一
元
的
に
管
理
。株
式
会
社

荏
原
製
作
所
の
特
許
技
術
で
あ
る
グ
リ

ー
ン
リ
ー
フ
フ
ィ
ル
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
※
も
活
用
し
、
効
率
的
に
処
理

で
き
る
よ
う
に
し
た
。「
既
設
と
新
設
の

浄
水
場
2
つ
を
合
わ
せ
て
１
０
０
万
人

分
の
飲
料
水
が
供
給
可
能
に
な
っ
た
」

（
下
藤
さ
ん
）。そ
の
ほ
か
に
も
、市
内
に

17
カ
所
の
中
継
ポ
ン
プ
場
や
総
延
長
１

２
７
キ
ロ
の
送
水
管
な
ど
が
新
た
に
敷

設
さ
れ
た
こ
と
で
、
各
家
庭
へ
の
配
水

も
安
定
し
た
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
国
で
経
験
を
積
ん
で

き
た
下
藤
さ
ん
ら
日
本
人
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
の
仕
事
で
は
学
ん
だ
こ
と
も
多

い
」と
話
す
の
は
、ア
ス
タ
ナ
市
水
道
公

社
の
ド
ッ
サ
イ
ェ
フ
・
ヴ
ァ
リ
ハ
ン
総

裁
。「
円
借
款
で
は
下
水
処
理
場
の
近
代

化
も
進
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
70
万

人
規
模
。日
本
の
支
援
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
１
０
０
万
人
規
模
に
ま
で

処
理
能
力
を
高
め
て
い
く
予
定
で
す
」。

　
国
旗
に
配
色
さ
れ
た
〝
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
・
ブ
ル
ー
〞の
ド
ー
ム
が
、夏
の
青
い

空
に
映
え
る
新
首
都
の
玄
関
口
、
ア
ス

タ
ナ
国
際
空
港
。ド
ー
ム
の
内
側
に
は
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
伝
統
模
様
が
あ
し
ら

わ
れ
、
温
か
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て

い
る
。「
遊
牧
民
の
移
動
式
住
居
、
ユ
ル

タ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ん
で
す
」。タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
設
計
担
当
だ
っ
た
今
用
さ

ん
が
話
す
。現
在
、17
本
の
国
際
線
・
15

本
の
国
内
線
が
発
着
。年
間
約
１
８
０

万
人
が
利
用
す
る
こ
の
空
港
は
04
年
、

総
事
業
費
の
８
割
に
上
る
円
借
款
・
約

２
２
１
億
円
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た
。

　
世
界
で
７
番
目
の
広
大
な
国
土
を
有

す
る
内
陸
国
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、

航
空
輸
送
は
重
要
な
交
通
手
段
だ
。し

か
し
上
下
水
道
同
様
、
空
港
設
備
も
ソ

連
時
代
の
も
の
。老
朽
化
が
激
し
く
、そ

の
サ
イ
ズ
も
国
内
線
専
用
の
小
さ
な
も

の
だ
っ
た
。

　
だ
が
首
都
移
転
を
受
け
、
国
内
外
か

ら
の
訪
問
者
が
増
加
。増
え
続
け
る
人

の
移
動
や
物
流
へ
の
対
応
が
急
が
れ

た
。こ
う
し
て
99
年
、空
港
建
設
が
ス
タ

ー
ト
。５
階
建
て
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
ほ
か
、管
制
塔
や
駐
機
場
、航
空
機
搭

乗
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
が
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　
ま
た
、
空
港
の
心
臓
部
で
あ
る
電
源

供
給
施
設
を
新
設
。万
が
一
停
電
に
な

っ
て
も
60
秒
以
内
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電

源
が
働
く
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。「
零

下
40
度
で
電
源
装
置
の
操
作
盤
が
凍
っ

て
し
ま
い
、
１
時
間
空
港
を
閉
鎖
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
」と
話
す
の
は
、空
港
建

設
事
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
も

担
当
し
た
下
藤
さ
ん
。真
夏
は
40
度
に

達
す
る
ア
ス
タ
ナ
。一
年
の
寒
暖
差
は

80
度
。タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
は
、１
枚
３

５
０
キ
ロ
も
あ
る
分
厚
い
窓
ガ
ラ
ス
を

三
重
に
使
用
す
る
な
ど
、
厳
し
い
気
候

条
件
に
耐
え
得
る
設
計
・
施
工
管
理
が

求
め
ら
れ
る
難
し
い
仕
事
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
99
年
、
年
間
20
万
人
ほ
ど
だ

っ
た
空
港
の
利
用
客
は
右
肩
上
が
り
に

伸
び
、観
光
収
入
も
年
々
増
え
て
い
る
。

ア
ス
タ
ナ
国
際
空
港
公
社
の
ベ
ッ
ク
ム

ル
ゼ
ィ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
総
裁
は
、

「
日
本
と
の
直
行
便
も
ぜ
ひ
就
航
さ
せ

た
い
」と
期
待
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
目
標
の
２
０
３
０
年
ま
で
あ
と
20

年
。予
想
を
上
回
る
速
さ
で
成
長
し
、都

市
計
画
の
部
分
的
変
更
も
生
じ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
ア

ス
タ
ナ
に
生
き
続
け
、
街
の
発
展
に
そ

れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。真
っ
白
な

画
用
紙
に
街
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
こ

と
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。し
か
し
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
描
か
れ
た
一
本
一

本
の
細
い
線
が
、
こ
う
し
て
人
間
の
営

み
を
豊
か
に
す
る
都
市
と
し
て
、
確
実

に
具
現
化
さ
れ
て
い
た
。

カ
ザ
フ
人
の
心
に
届
い
た

街
の
コ
ン
セ
プ
ト

新しい首都をデザインする

カ ザ フ ス タン

from KAZAKHSTAN

し
ん 

き  

ろ
う

う
わ
み
ず

科学技術を掲げる学術都市へ
　上空から見るとロブスター型のキャンパス。中に入ると常夏リ
ゾートのようなホール。なんとも斬新な設計のナザルバエフ大学
は、カザフスタンの科学技術の発展に貢献する人材を養成する
大学として2010年10月に開校した。カザフスタンの公用語は
ロシア語だが、この大学の授業はすべて英語。教授陣は海外か
ら積極的に招へいし、なんと学長は日本人の勝茂夫氏（元・世
界銀行副総裁）が務める。大学運営の中心的役割を担うバイガ
ーリン・カナット教授は、「世界の研究機関と協力しながら、さらに
レベルを上げていきたい」と話す。
　敷地内のマスタープラン設計は黒川紀章建築都市設計事
務所が手掛け、2020年までに学生寮や研究棟のほか、市民に
開放する公園なども造られる予定。事業を統括するブガイェフ・
アルジャンさんは、アスタナ空港建設のときにコンサルタントとし
て働いた。「あのとき、コンサルタントという仕事を初めて知った。
品質管理を行うコンサルタントは、その言葉自体、カザフスタンに
存在しなかった」。
　さらにJICAの支援で、太陽光パネルを設置する計画も進んで
いる。「CO2なしでキャンパスをつくりたい」と言うカナット教授
は、かつてUNFCCC（国連気候変動枠組条約）でカザフスタン
代表を務めた経歴の持ち主だ。政治の中心のみならず、アスタ
ナはクリーンな学術都市としても発展しようとしている。

※自動式の急速ろ過装置。

機
能
性
を
兼
ね
備
え
た

都
市
へ

1997年、カザフスタンの首都移転が発表された。
新首都をデザインしたのは、日本を代表する建築家・黒川紀章氏。
マスタープランの策定には、JICAが協力した。
近代の歴史を見ても数えるほどしかない遷都。
国家の一大事業に、他国がかかわるのはとても稀なことだ。
７月下旬、活気にあふれた首都アスタナを取材した。

夕暮れ時、若者や家族連れでにぎわうイシム川のほとり。以前はたびたび洪水に見舞われたが、
マスタープラン策定に基づき、人工基盤で土地がかさ上げされ、その上に遊歩道や公園が造られた

a.円借款で新設された浄水場。ろ過装置には、荏原
製作所の特許技術が使われている
b.新浄水場の制御室。大型パネルで場内の状況が
ひと目で分かり、異常が発生した箇所は赤く点滅する
設定になっている
c.市の中心から約50キロ南東にある貯水池に円借
款で建設された取水塔。取水量などのデータは、レー
ダーで街なかにある浄水場の制御室に送信される仕
組みになっている
d.アスタナ市水道公社のドッサイェフ総裁（右）は、日
本人コンサルタントと毎週のようにミーティングで顔を
合わせており、下藤さんとは腹を割って話せる仲

ac

b

d

e

fg

アスタナ

アルマティ

街の中心部にそびえる
シンボルタワーのバイテレック

e.青いドームが象徴的なアスタナ国際空港。
寒暖差80度に耐えるため、「熱を逃さない」
「水を通さない」「結露を起こさせない」ように設
計が行われ、ターミナルビル内には三菱電機の
エレベーターやTOTOのトイレが導入されている
f.右から、アスタナ国際空港公社のベックムル
ゼィン総裁、下藤さん、今用さん。新国際空港
の建設は「アスタナの国際的なイメージをアッ
プさせ、CIS諸国（旧ソ連の国々）の中規模ク
ラスの空港でナンバー1に選ばれました」とベッ
クムルゼィン総裁
g.アスタナ国際空港の心臓部である電源供給
施設。建設されて約6年が経過したが、施設は
きちんと維持管理されていた

朝日に照らされるアスタナ
の街。夏は大草原に、冬
は銀世界の中に都市が浮
かび上がっているかのよう

新都心には色鮮やかな草花が植えら
れ、建物と建物の間が緑でつながれて
いる。青いドームの建物は大統領官邸
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ハノイ市民の主な交通手段はバイク。所得
の増加に伴い、今後は車の交通量が増え
ることが予想されている

　
　
　
　
　
　
　

　
千
年
の
歴
史
を
持
つ
ベ
ト
ナ
ム
の

首
都
ハ
ノ
イ
。国
会
議
事
堂
や
共
産
党

本
部
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
政
治
の
中
心

地
だ
。か
つ
て
は
計
画
経
済
の
も
と
、

貧
し
い
な
が
ら
も
人
々
は
政
府
か
ら

提
供
さ
れ
た
住
宅
で
、
徒
歩
や
自
転
車

で
動
け
る
範
囲
の
〝
コ
ン
パ
ク
ト
な
生

活
〞を
送
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
改
革
開
放
政
策
（
ド
イ
モ

イ
政
策
）
の
導
入
で
市
場
経
済
に
移
行

し
た
１
９
８
６
年
以
降
、
大
き
な
変
化

が
訪
れ
る
。外
国
資
本
の
流
入
で
産
業

の
工
業
化
や
近
代
化
が
進
み
、
経
済
が

発
展
。雇
用
の
拡
大
な
ど
に
伴
っ
て
農

村
部
か
ら
人
々
が
都
市
へ
集
中
し
、
99

年
に
２
７
０
万
人
だ
っ
た
人
口
は
２

０
０
３
年
に
は
３
０
０
万
人
に
。収
入

も
倍
近
く
に
増
加
し
、
バ
イ
ク
の
台
数

が
急
増
し
た
。

　
そ
し
て
、
人
々
の
生
活
が
豊
か
に
な

人
口
増
加
に
追
い
付
か
な
い

都
市
開
発

　
市
場
経
済
に
移
行
し
て
20
年
以
上
が

経
過
し
て
い
た
が
、
行
政
機
関
は
縦
割

り
の
官
僚
主
義
的
な
傾
向
が
強
く
、
交

通
、上
下
水
道
、住
宅
と
、セ
ク
タ
ー
ご

と
の
個
別
の
開
発
計
画
は
あ
っ
て
も
、

総
合
的
に
都
市
開
発
を
進
め
る
と
い
う

考
え
方
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、「
例
え

ば
住
宅
地
を
つ
く
る
に
も
、
単
に
家
を

建
て
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、
道
路

や
上
下
水
道
、電
気
な
ど
、他
の
セ
ク
タ

ー
に
つ
い
て
も
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
」と
、調
査
の
総
括
を
務

め
た
株
式
会
社
ア
ル
メ
ッ
ク
の
岩
田
鎮

夫
さ
ん
は
話
す
。

　
そ
こ
で
、
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
専
門
家

特集 都市開発
未来を形に

に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織

し
、毎
月
、調
査
結
果
を
報
告
す
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
い
た
。岩
田
さ
ん
は
各

セ
ク
タ
ー
の
報
告
を
共
有
し
、
総
合
的

な
プ
ラ
ン
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
調

整
。ま
た
、
ハ
ノ
イ
市
を
中
心
に
、
建
設

省
、
運
輸
省
、
計
画
投
資
省
、
天
然
資
源

環
境
省
な
ど
の
関
係
省
庁
か
ら
責
任
者

を
集
め
た
運
営
管
理
委
員
会
や
、
現
地

の
大
学
の
研
究
者
な
ど
か
ら
成
る
フ
ォ

ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
都
市
の
全

体
像
を
見
据
え
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

基
本
戦
略
を
議
論
し
て
い
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
ハ
ノ
イ
市
民
の
生
の
声
を

都
市
計
画
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
２
万
世
帯
の
約
10
万
人
を
対
象
と

し
た
家
庭
訪
問
調
査
を
行
っ
た
。家
族

構
成
や
職
業
、年
収
、車
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
有
無
の
ほ
か
、
日
常
の
交
通
手
段
や

行
動
パ
タ
ー
ン
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

満
足
度
、
将
来
の
ハ
ノ
イ
市
の
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

　「
市
が
考
え
て
い
た
住
民
の
ニ
ー
ズ

と
実
際
の
ニ
ー
ズ
が
違
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
残
っ
て
い

る
こ
の
国
で
、
住
民
の
声
を
取
り
入
れ

た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
都
市
計
画
づ
く
り

が
で
き
た
意
味
は
大
き
い
」
と
岩
田
さ

ん
は
振
り
返
る
。

　
３
年
間
の
調
査
を
終
え
完
成
し
た
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市
交
通
、
水
環

境
、住
宅
、環
境
、景
観
な
ど
９
分
野
か

ら
構
成
。現
在
、こ
れ
を
も
と
に
さ
ま
ざ

ま
な
都
市
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
円
借
款
に
よ
る
Ｕ
Ｍ

Ｒ
Ｔ（
都
市
鉄
道
）１
・
２
号
線
の
建
設

だ
。輸
送
能
力
や
正
確
性
に
優
れ
た
鉄

道
は
、
交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染
の
原
因

と
な
る
車
や
バ
イ
ク
に
代
わ
る
交
通
手

段
。２
０
１
７
年
に
両
線
が
開
業
す
れ

ば
、
ハ
ノ
イ
市
内
の
交
通
事
情
が
大
き

く
改
善
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、鉄
道
建
設
と
同
時
に
、多
く
の

人
が
集
ま
る
駅
を
中
心
と
し
た
街
づ
く

り
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。そ

こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
08
年
に
「
ハ
ノ
イ
市

に
お
け
る
Ｕ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
建
設
と
一
体
と

な
っ
た
都
市
開
発
整
備
計
画
調
査
」
を

実
施
。31
駅
を
対
象
に
、駅
前
広
場
や
駐

車
場
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

っ
た
反
面
、
次
第
に
深
刻
化
し
て
い
っ

た
の
が
交
通
渋
滞
や
水
不
足
、
環
境
汚

染
、
住
宅
不
足
と
い
っ
た
都
市
問
題

だ
。都
市
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
市
の
行
政

能
力
が
追
い
付
い
て
い
な
い
―
。

　
そ
こ
で
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
の
要

請
を
受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
04
〜
07
年
に

「
ハ
ノ
イ
市
総
合
都
市
開
発
計
画
調

査
」
を
実
施
。ハ
ノ
イ
市
と
そ
の
周
辺

地
域
を
含
む
北
部
ベ
ト
ナ
ム
16
省
を

対
象
に
調
査
を
行
い
、
ハ
ノ
イ
市
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。日
本
人

だ
け
で
47
人
、
現
地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
入
れ
る
と
約
80
人
も
の
専
門
家

が
か
か
わ
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
考
え
る

ハ
ノ
イ
市
の
ビ
ジ
ョ
ン

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
と
に

住
み
よ
い
都
市
へ

駅
周
辺
の
施
設
整
備
計
画
が
ま
と
め
ら

れ
、
そ
の
事
業
化
に
向
け
た
準
備
が
ハ

ノ
イ
市
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
、
ベ
ト
ナ
ム
が
自
分
た

ち
の
手
で
都
市
計
画
を
管
理
し
て
い
く

た
め
の
協
力
―
。そ
れ
が
09
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
「
都
市
計
画
策
定
・
管
理
能

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
都
市
計
画
の
策
定
・
管
理

方
法
の
普
及
や
、
地
方
の
都
市
計
画
担

当
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
立
ち
上

げ
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　
急
速
に
成
長
し
、
刻
々
と
そ
の
姿
を

変
え
て
い
る
ハ
ノ
イ
。周
辺
地
域
と
の

合
併
も
あ
り
、
２
０
１
０
年
に
は
人
口

が
６
５
０
万
人
に
達
し
た
。だ
か
ら
こ

そ
対
症
療
法
で
は
な
く
、〝
２
０
２
０
年

の
住
み
よ
い
街
ハ
ノ
イ
〞を
想
定
し
、計

画
を
一
つ
一
つ
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
だ
。

住
民
の
声
を
取
り
入
れ
た

持
続
的
な
都
市
づ
く
り

経
済
成
長
と
と
も
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
。

そ
の
中
で
次
第
に
深
刻
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

J
I
C
A
は
多
分
野
に
わ
た
る
総
合
的
な
都
市
計
画
の
策
定
な
ど
に
協
力
し
て
い
る
。

現地コンサルタントがハノイ市民の家庭を訪問。経済状況や交通手段な
ど、生活の様子を調査

マスタープランに基づき、
円借款で建設が進めら
れているＵＭＲＴの完成
予想図（駅ホーム）

「水と緑の都」と呼ばれるハノイ。観光客誘致のため、歴史ある街並みを保存し、景観を整備することも都市計
画の一部として考えられている

[右]ハノイ市民にマスタープランを紹
介する展示会を開催。10日間で
7,000人も来場した
[左]展示会会場を訪れたファン・クア
ン・ギー・ハノイ市共産党書記長に説
明を行う岩田さん（右）

ベト ナ ム

from VIET NAM

ハノイ

運営管理委員会では、年に数回、調査の進捗を踏まえ、マスタ
ープランの内容を議論し、各省庁間の連携を図った
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紛
争
で
破
壊
さ
れ
た

都
市
の
再
生
を

　
か
つ
て
ス
ー
ダ
ン
は
日
本
の
約
７

倍
の
面
積
、
３
９
０
０
万
人
を
擁
す
る

大
国
だ
っ
た
。し
か
し
１
９
８
０
年
以

降
、
中
央
政
府
の
イ
ス
ラ
ム
化
政
策
を

め
ぐ
り
、
ア
ラ
ブ
系
と
非
ア
ラ
ブ
系
、

南
北
の
対
立
が
激
化
。連
日
あ
ち
こ
ち

で
銃
声
が
鳴
り
響
き
、
２
０
０
万
人
以

上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

　
南
ス
ー
ダ
ン
に
光
が
見
え
始
め
た

の
は
、
05
年
１
月
の
こ
と
。国
際
社
会

の
後
押
し
を
受
け
て
南
北
包
括
和
平

合
意（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）が
結
ば
れ
、
20
年
以
上

に
わ
た
る
紛
争
が
終
結
し
た
の
だ
。そ

し
て
復
興
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
南
ス

ー
ダ
ン
は
自
治
政
府
を
設
置
。同
年
９

月
に
は
、
か
つ
て
北
部
政
府
の
要
塞
都

市
だ
っ
た
ジ
ュ
バ
が
新
た
な
首
都
と

な
っ
た
。

　
し
か
し
当
時
の
ジ
ュ
バ
は
、
と
て
も

〝
首
都
〞
と
は
い
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。

長
年
の
内
戦
に
よ
り
、道
路
、給
水
、電

気
、
通
信
な
ど
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
は
荒

廃
し
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
使
い
も
の

に
な
ら
な
い
。人
口
約
20
万
人
。彼
ら

が
生
き
て
い
く
た
め
に
、
最
低
限
必
要

な
も
の
が
何
も
な
い
の
だ
。こ
の
先
、

暫
定
首
都
だ
っ
た
ル
ン
ベ
ッ
ク
か
ら

ジ
ュ
バ
に
都
市
機
能
が
移
転
し
、
さ
ら

に
難
民
・
国
内
避
難
民
の
帰
還
が
進

め
ば
、
急
速
な
人
口
増
加
は
避
け
ら
れ

な
い
。一
刻
も
早
い
、
都
市
の
整
備
が

必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

特集 都市開発
未来を形に

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
06
年
１
月
か

ら
、
緊
急
開
発
調
査
「
ジ
ュ
バ
市
内
・

近
郊
地
域
緊
急
生
活
基
盤
整
備
計
画

調
査
」
を
開
始
。ジ
ュ
バ
都
市
圏
の
首

都
機
能
強
化
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
作
成
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　
最
初
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
着
手
し
た
の
が
、

ジ
ュ
バ
都
市
圏
の
地
図
の
作
成
だ
っ

た
。「
公
的
に〝
地
図
〞と
い
え
る
も
の
が

な
か
っ
た
。全
体
像
を
把
握
す
る
た
め

に
も
、
都
市
開
発
に
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
」と
、
調
査
団
員
の
一
人
、
株

式
会
社
片
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
礒
元
賢
志
さ
ん

は
話
す
。

　
そ
し
て
礒
元
さ
ん
ら
は
、
完
成
し
た

地
図
を
片
手
に
、道
路
、空
港
、河
川
港
、

給
水
、電
気
、廃
棄
物
処
理
、保
健
、教
育

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
で
調
査
を
進

め
て
い
っ
た
。一
つ
明
ら
か
だ
っ
た
の

は
、
す
べ
て
が〝
ゼ
ロ
〞か
ら
の
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
こ
と
―
。都
市
開
発
の
青

写
真
を
描
く
の
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
が
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
イ
メ

ー
ジ
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
が
河
川
港
の
整
備
だ
。内

陸
国
で
あ
る
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
物
資

輸
送
は
、陸
路
、空
路
、河
川
路
の
三
通

り
。し
か
し
、
道
路
は
ほ
と
ん
ど
整
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、
空
路
は
莫
大
な
輸
送

費
が
か
か
る
。そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

ジ
ュ
バ
に
流
れ
入
る
ナ
イ
ル
川
の
脇

に
〝
あ
る
だ
け
〞
だ
っ
た
港
の
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
を
開
始
。途
中
、
土
地
の
利

権
問
題
に
よ
り
工
事
が
中
断
さ
れ
る

事
態
に
も
陥
っ
た
が
、「
現
地
政
府
の

行
政
官
た
ち
が
、
真
摯
に
住
民
と
交
渉

を
重
ね
て
く
れ
た
。一
時
は
中
止
も
や

む
を
得
な
い
と
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
半

年
後
に
な
ん
と
か
再
開
に
こ
ぎ
つ
け

た
の
で
す
」
と
礒
元
さ
ん
は
話
す
。新

し
い
港
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
近
隣
国

か
ら
ジ
ュ
バ
へ
の
輸
送
量
も
大
幅
に

増
加
。今
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
港

の
拡
張
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
現
地
政
府
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

引
き
渡
し
た
後
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の

内
容
を
形
に
す
べ
く
支
援
を
継
続
。交

通
網
の
整
備
や
維
持
管
理
能
力
の
強

化
、
給
水
施
設
の
整
備
、
道
路
・
橋
梁

の
建
設
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中

だ
。さ
ら
に
今
後
は
、
ジ
ュ
バ
で
の
都

市
開
発
の
経
験
を
生
か
し
、
地
方
都
市

　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
１
１
年
７
月
９
日
、
ア
フ
リ
カ

大
陸
か
ら
歓
喜
の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い

た
。ア
フ
リ
カ
54
番
目
の
国
家
「
南
ス

ー
ダ
ン
」
の
誕
生
―
。１
月
の
住
民
投

票
で
大
多
数
の
支
持
を
受
け
、
つ
い
に

念
願
の
分
離
独
立
を
果
た
し
た
の
だ
。

過
酷
な
環
境
の
中
で
も

あ
き
ら
め
な
い
姿
勢

マ
ラ
カ
ル
で
同
様
の
協
力
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。

　
内
戦
終
了
直
後
の
ジ
ュ
バ
は
、
実
に

過
酷
な
状
況
に
あ
っ
た
。調
査
に
参
加

し
た
中
村
昭
夫
さ
ん
（
片
平
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）は
、

「
皆
、テ
ン
ト
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
の

業
務
で
し
た
。衛
生
環
境
も
良
い
と
は

い
え
ず
、
マ
ラ
リ
ア
に
感
染
す
る
人
も

い
た
」と
振
り
返
る
。都
市
開
発
の
方
針

を
確
認
す
る
に
も
担
当
省
庁
が
明
確
で

な
か
っ
た
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成

に
必
要
な
基
本
デ
ー
タ
が
入
手
で
き
な

か
っ
た
り
な
ど
苦
労
も
多
か
っ
た
。

　
し
か
し
そ
ん
な
状
況
に
も
決
し
て
屈

さ
ず
、
現
地
政
府
と
汗
を
流
し
共
有
し

て
き
た
時
間
は
、
少
し
ず
つ
形
に
な
り

つ
つ
あ
る
。「
数
年
前
に
比
べ
る
と
、
ジ

ュ
バ
も
ず
い
ぶ
ん
首
都
ら
し
く
な
り
ま

し
た
。イ
ン
フ
ラ
も
少

し
ず
つ
整
備
が
進
み
、

治
安
も
安
定
し
て
き

ま
し
た
」と
礒
元
さ
ん

は
話
す
。

　
Ｃ
Ｐ
Ａ
締
結
か
ら

６
年
半
、新
国
家
と
し

て
歩
み
始
め
た
南
ス

ー
ダ
ン
。一
日
も
早

く
、す
べ
て
の
人
々
に

平
和
の
恩
恵
が
行
き

渡
る
よ
う
に
―
。首
都

の
開
発
を
通
じ
て
、こ

の
国
の
新
た
な
道
が

切
り
開
か
れ
て
い
く

こ
と
を
願
う
。

首都から切り開く
新国家への道

JICAの支援で建設された
取水施設。水道の普及に
より、人々の生活は大きく
改善された

河川港の桟橋の建設現場
を視察する現地政府の行
政官たち

南 ス ー ダ ン

from SOUTH SUDAN

7月9日、ジュバ市内の独立記念式典では、多くの市民が集まり喜びを分かち合った
2007年には土道だった街中の道路（上）。CPA後
に配分された石油収入により整備が進み、現在は
交通量も増えて渋滞が発生するまでになった（下）

アフリカ54番目の国として、
７月に独立を果たしたばかりの南スーダン。
新たな国家の中枢を担う新首都ジュバで、
ＪＩＣＡは基礎インフラの整備を中心とした
都市開発に協力している。

ジュバ

マラカル

ナイル川の恵みを受けて成長するジュバの街。
かつて赤土に覆われていた土地にも、この数年
で多くの家が建った

スーダン

ルンベック

ナイル川
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岩手県陸前高田市を視察する中国の都市計画開発にかかわる行政官と建築分野の技術者たち

コロンビア・メデジン市の都市開発公社の担当者とスラムの再開発について
議論する細野昭雄・JICA研究所所長（右）

※途上国が自国のリソースを活用し、先進国や国際機関の支援を受けながら、他の途上国の研修員を
対象に技術移転を行う。

JICA専門家の指導により、トルコ東部黒海地域ではイチゴなどの高価格の農
産物も収穫できるようになった

カ国以上で地形図の作成を支援してきたJICA。1971年のインド
ネシア・バリト河流域に始まり、森林など資源管理のための小縮尺、

国土の基本図となる中縮尺、都市開発に使用する大縮尺など、多様なニ
ーズに応じた協力を行ってきた。地形図はいわば“国の礎”。近年ではアフ
リカからの支援要請が多く、すでにセネガル、ブルキナファソ、モザンビーク
などではJICAの協力を通じて作成された地形図が国土開発に大いに活
用されている。かつては航空写真を活用した紙地図が主流だったが、90
年代からデジタル地図に移行、最近は衛星画像を取り入れた協力にも取
り組んでいる。
　今年4月からトーゴで新たにスタートしたのが「デジタル地形図作成プロ
ジェクト」。1964年以降、一度も改訂されてこなかった地理空間情報を一
新すべく、地形図作成のノウハウはもちろん、それを今後の国土開発にど
う生かしていくか、関係省庁と議論しながら技術協力を進めている。

いろいろな都市開発見てみよう！

都市化に伴うさまざまな問題―。
その一つ一つを的確に解決へと導くためには、
それぞれのニーズに応じたアプローチが必要だ。

JICAが取り組んでいる都市開発分野のさまざまな協力形態を見てみよう。

from トーゴ

40

JICAの協力を通じて完成した
モザンビーク・ニアサ州の地形図

震、津波、ハリケーンなど、世界各地で猛威をふるう自然災
害。特に人口・産業が集中する都市部では甚大な被害が

想定されるが、途上国では防災対策が十分普及していないことも
多い。そこで日本は、自国の経験を通じて培ってきたノウハウを生
かし、各国で防災分野の協力を展開している。
　その一つが、2008年5月にマグニチュード7.9の大地震に見
舞われた中国・四川。倒壊家屋は652万戸にも及び、死者7万
人の多くがその下敷きとなったため、手抜き工事や耐震建築の適
用基準などが問題になった。そこで中国の耐震建築を強化すべ
く、JICAは09年から「耐震建築人材育成プロジェクト」を開始。
関係省庁の行政官と技術者を対象に研修を行い、政策的かつ
実践的なノウハウを伝えている。７月に日本で行われた研修では、
東日本大震災の被災地を訪問。日本の建築物の耐震技術に触
れ、研修員は「技術者として果たすべき役割を真剣に考える機会
となった」という。

地

都市防災のノウハウを共有
from 中国

速な都市化に伴う極端な人口集中は、社会的・経済的に負の影響を
もたらす。その顕著な事例が、途上国に多く存在する都市部の貧困

地区。不法居住、劣悪な住環境、治安悪化といった複雑な問題を解決する
ためには、土地利用を適切に管理するための土地区画整理制度が必要だ。
　そこでJICAは、世界で最も不法居住が多いといわれる中南米で土地区
画整理を推進。コロンビアの国別研修「都市区画整理」（1998～2002
年）、アンデス5カ国での「都市計画・土地区画整理事業」（03～07年）を
通じて人材育成を進めてきた。さらにコロンビアでは、昨年から新たに第三
国研修※「都市計画システムと土地管理ツールプロジェクト」をJICAと協働
で開始。これまでJICAの研修を受けた人材が中心となり、都市の大量輸送
交通システムやコミュニティー開発など、中南米全体への普及を見据えたシ
ステム作りを目指している。

中南米に広まりつつある土地区画整理制度
from コロンビア

急

本人観光客にも人気のリゾート地・モルディブ。世界中の人々を魅了
するこの美しい島の守護神として、かつて日本の支援を通じて建設さ

れた防波堤が活躍していることを知っているだろうか。
　今から20年以上前、巨大サイクロンの発生に伴い、30メートルにも及ぶ
高波が発生し、首都のあるマレ島は3分の1が冠水。首都機能がほとんどま
ひしてしまった。そこでJICAは1987年から2002年にかけて、無償資金協
力「マレ島護岸建設計画」を通じて島の東部、西部、南部での防波堤建設
を支援。その後、04年に東南アジアを襲ったスマトラ沖大地震・インド洋津
波は各国で多数の犠牲者を出したが、マレは3分の2以上が水に浸かりなが
らも深刻な被害を回避した。「日本の防波堤が私たちを津波から守ってくれ
た」と、モルディブは東日本大震災後にも即座に支援の手を挙げ、義援金に
加え、貴重な産業の一つであるツナの缶詰を届けてくれた。

都市を守った日本の防波堤
from モルディブ

日

市化に伴い避けて通れない課題の一つが、地方との格差是正。総合
的な国の発展を実現するには、都市だけでなく、地方も平等に開発を

進めていくことが必要になる。
　国家政策の一つとして、都市と地方の格差是正を挙げているトルコ。国
内でも開発が遅れている東部黒海地域では、1990年から7年間で5万人
以上が別の土地へと流出した。しかし元来、農業・鉱業などのポテンシャル
が高いこと、地理的に近隣国にアクセスしやすいことなどから、国の経済発
展を促進するカギの地域としても注目されていた。そこでJICAは「東部黒海
地域開発計画調査」（1999～2000年）を通じて、地域総合開発のマスタ
ープラン作成を支援。その内容を基に、同地域の開発に貢献すべく中央・地
方政府の行政官への参加型地域開発のノウハウの移転、小規模農家の
営農改善を目指したプロジェクトを展開している。

都市との格差を埋める地域総合開発
from トルコ

都

日本の支援で建設した防波堤は、自然災害の多いモルディブの生命線になっている

国の礎となる地形図
01

02

03

04

05
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特集 都市開発
未来を形に



　
国
際
協
力
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
高
校
時
代
。
ア
フ
リ

カ
で
の
医
療
活
動
に
人
生
を
さ
さ
げ
た
シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
博
士

の
伝
記
を
読
ん
で
感
動
し
、
い
つ
か
自
分
も
海
外
で
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
技
術
を
身
に
つ
け
よ

う
と
大
学
で
土
木
工
学
を
学
ん
だ
後
、
北
海
道
庁
に
就
職
。
主

に
都
市
計
画
づ
く
り
を
担
当
し
、
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
設
計
の
ほ

か
、
道
内
の
２
１
２
の
市
町
村
の
都
市
計
画
の
審
査
な
ど
を
行

っ
た
。
こ
の
間
も
海
外
へ
の
関
心
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
、
１
年

間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
で
都
市
計
画
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
ロ
ン

ド
ン
や
ベ
ル
リ
ン
な
ど
世
界
の
都
市
を
視
察
し
て
回
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
川
口
さ
ん
は
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
栗
山
町
長
と
し

て
地
元
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
道
を
選
ぶ
。
１
９
９
８
年
の
就

任
以
降
、
財
政
再
建
を
中
心
と
し
た
施
策
を
実
行
。
02
年
の
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
日
韓
大
会
で
は
メ
キ
シ
コ
チ
ー
ム

の
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
を
推
進
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
の
視
点
も

取
り
入
れ
な
が
ら
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　
地
元
に
貢
献
す
る
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、〝
海

外
で
人
の
役
に
立
ち
た
い
〞と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
心
に
あ
っ
た

川
口
さ
ん
。「
ま
だ
夢
は
か
な
え
ら
れ
る
！
」。
町
長
の
任
期
を

全
う
し
た
後
、
つ
い
に
念
願
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

応
募
。
行
政
の
経
験
を
生
か
し
て
バ
ヌ
ア
ツ
の
首
都
ポ
ー
ト
ビ

ラ
の
都
市
計
画
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
川
口
さ
ん
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
予
想
外
の
状
況

だ
っ
た
。「
首
都
ポ
ー
ト
ビ
ラ
は
急
激
な
人
口
増
加
に
よ
り
、
電

力
や
水
、
住
宅
が
不
足
し
、
交
通
渋
滞
も
日
常
茶
飯
事
。
多
く

の
都
市
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
」。
そ
の
深
刻
さ
は
、
都
市

計
画
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
川
口
さ
ん
に
は
一
目
瞭
然
だ
っ

た
。
一
方
で
、
派
遣
先
で
あ
る
内
務
省
の
職
員
た
ち
に
は
危
機

感
す
ら
な
か
っ
た
。「
都
市
は
計
画
に
基
づ
い
て
自
分
た
ち
で
つ

く
っ
て
い
く
も
の
だ
と
説
明
し
て
も
、『
な
ぜ
？
』『
何
の
た
め

長
年
持
ち
続
け
た
夢
を

バ
ヌ
ア
ツ
で
実
現

都
市
計
画
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
発
点

南
太
平
洋
の
島
国
バ
ヌ
ア
ツ
の
首
都
ポ
ー
ト
ビ
ラ
で
は
、

近
年
人
口
が
増
加
し
、
た
く
さ
ん
の
都
市
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

そ
の
解
決
に
向
け
て
派
遣
さ
れ
た
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

元
北
海
道
栗
山
町
長
と
い
う
異
色
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
川
口
孝
太
郎
さ
ん
。

都
市
計
画
づ
く
り
の
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
に
尽
力
し
た
。
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に
？
』
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て…

。
こ
の
国
に
は
都
市
計
画
と

い
う
概
念
が
な
か
っ
た
の
で
す
」。

　
そ
こ
で
川
口
さ
ん
は
、
英
仏
に
統
治
さ
れ
て
い
た
60
年
代
に

作
ら
れ
た
「
ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
」
と
い
う
都
市
計
画
を
街
の
現
状

に
合
わ
せ
て
改
訂
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
計
画
の
必
要
性
を
バ
ヌ

ア
ツ
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、「
統
計
資

料
、
対
数
表
、
コ
ン
パ
ス
、
定
規
な
ど
、
街
の
設
計
図
を
描
く

た
め
の
道
具
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
る
。
そ
こ
で
実
践
し
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
培
っ
た

〝
現
場
主
義
〞。
自
分
の
足
で
実
際
に
街
を
歩
き
、
住
宅
地
、

商
業
地
、
工
業
地
と
、
区
画
ご
と
に
面
積
や
人
口
密
度
、
交
通

量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
地
道
な
作

業
の
末
、
人
口
は
09
年
の
４
万
人
か
ら
２
０
３
０
年
に
は
約
７

万
人
、
車
の
台
数
は
今
の
３
倍
、
観
光
客
も
増
大
す
る
と
い
う

予
測
に
基
づ
き
、
ポ
ー
ト
ビ
ラ
の
20
年
後
を
見
据
え
た
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

　
そ
の
中
で
川
口
さ
ん
は
、
地
震
国
で
津
波
被
害
に
も
遭
い
や

す
い
実
情
を
考
え
、
住
宅
地
は
高
台
に
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
ま
た
、
交
通
渋
滞
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
道
路
不
足
の
解

消
に
は
、
街
の
外
周
に
環
状
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ

イ
ス
。「
道
路
の
形
状
が
虹
の
形
に
見
え
た
か
ら
」
と
、
こ
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
〝
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
〞と
名
づ
け
た
。

　
さ
ら
に
、
市
議
会
議
員
、
市
長
、
省
庁
の
幹
部
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
積
極
的
に
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。「
ま
ず
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
都
市
計
画
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
し
た
。
結
果
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
、
次
第

に
人
々
が
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
で
す
」。

　
現
地
語
の
ビ
ス
マ
ラ
語
を
積
極
的
に
勉
強
し
た
り
、
剣
道
を

教
え
る
こ
と
で
も
人
々
と
交
流
を
深
め
、
日
本
と
は
違
う
価
値

観
を
学
ん
だ
川
口
さ
ん
。
帰
国
後
は
、
札
幌
学
院
大
学
大
学
院

の
客
員
教
授
と
し
て
街
づ
く
り
も
含
む
行
政
学
と
と
も
に
、「
違

う
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
な
考
え
方
が
大
切
だ
」
と
学
生

た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
太
陽
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
青
い
海
。
時
間

が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
、
あ
く
せ
く
働
か
な
く
て
も
衣
食
住
に
困

る
こ
と
は
な
い
南
の
島
国
。
こ
こ
バ
ヌ
ア
ツ
は
、
森
に
入
れ
ば

果
物
が
豊
富
に
実
り
、
家
は
バ
ナ
ナ
の
葉
で
簡
単
に
造
れ
、
１

年
中
寒
さ
に
凍
え
る
心
配
も
な
い
。

　「
彼
ら
の
生
活
こ
そ
、
本
当
に
豊
か
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」。
そ
う
話
す
の
は
、
２
０
０
９
年
ま
で
の
２
年
間
、
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
国
で
活
動
し
て
い
た
川
口

孝
太
郎
さ
ん
。
実
は
川
口
さ
ん
は
、
北
海
道
・
栗
山
町
の
町
長

を
務
め
た
経
歴
の
持
ち
主
だ
。

1941年北海道出身。大学卒業後、64年北
海道庁に入庁。74年から1年間、フランス政
府給費留学生としてフランスに留学。98～
2006年、北海道夕張郡栗山町長。07～09
年、シニア海外ボランティア（都市計画アドバ
イザー）でバヌアツへ。現在、札幌学院大学
大学院客員教授。

PROFILE

a.各省庁の幹部に都市計画の改訂作業についてプレゼンする川口さん。相手に親近感を持ってもらいたいと、できるだけビスマラ語を使うように努めたという
b.“レインボープラン”の設計図。交通渋滞緩和のため、黄色の点線で示される環状道路の建設を提案。赤線は既存の道路
c.首都ポートビラでは人口増加により交通渋滞が頻発。新たな道路の建設が求められている
d.継続する大切さなどを伝えたいと、バヌアツに派遣中の2年間、週3回地元の若者などを対象に「剣道教室」を開いていた川口さん。お祭りで、教え子たちと剣道を初披露

川
口 

 

孝
太
郎

JICA 
Volunteer  

Story

ac

�
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
O
B
�

KAWAGUCHI 
Kotaro

さん

川口さんが配属された内務省施設整備課の課長や担当職員と地図を囲み、都心の交通渋滞対策などについて話し合う

「
将
来
を
見
据
え
た

都
市
計
画
の
重
要
性
を
伝
え
た
い
」

b

バヌアツ

ポートビラ

オーストラリア

d



ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
、開
発
途

上
国
の
都
市
問
題
の
解
決
に
取
り
組

む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
経
済
基
盤
開
発
部
の
小

島
海
さ
ん
。〝
現
場
を
大
切
に
し
た

国
際
協
力
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
、人
々
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
作
り
を
目
指
し
て

奮
闘
し
て
い
る
。

学
生
の
時
か
ら
漠
然
と「
将
来
は
国
際
的

な
仕
事
が
し
た
い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
私
に
と
っ
て
は
な
ぜ
か
自
然
と「
国
際
的
な

仕
事
」が「
国
際
協
力
」に
つ
な
が
っ
て
い
き
、夢
を

か
な
え
る
第
一
歩
と
し
て
、開
発
に
つ
い
て
学
べ
る

大
学
を
選
ん
だ
ん
で
す
。在
学
中
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
国
際
協
力
を
体
験
し
ま
し
た
。そ

こ
で
分
か
っ
た
の
は
、当
た
り
前
で
す
が
、ど
こ
に
行

っ
て
も
み
ん
な
同
じ〝
人
間
〞だ
と
い
う
こ
と
。国
も

人
種
も
関
係
な
く
、〝
人
〞と
し
て
相
手
と
付
き
合

う
こ
と
が
で
き
る
国
際
協
力
を
生
涯
の
仕
事
に
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

専
門
の
ブ
ー
タ
ン
の
開
発
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究

す
る
た
め
大
学
院
に
進
み
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
タ
ー
ン
も
経
験
。そ
の
時
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
き
っ

か
け
の
一
つ
が
、日
本
の
支
援
で
ブ
ー
タ
ン
に
建
設
さ

れ
た
市
役
所
の
開
所
式
で
の
日
本
人
専
門
家
の
言

葉
で
す
。「
あ
な
た
た
ち
自
身
の
手
で
地
方
行
政
を

し
っ
か
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
、日
本
国
民
へ
の
感
謝

を
表
す
一
番
の
方
法
で
す
」。国
境
を
越
え
て
、人

と
人
を
つ
な
ぐ
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

就
職
後
は
、本
部
と
イ
ン
ド
事
務
所
で
O
J
T
※

を
経
験
し
ま
し
た
。イ
ン
ド
で
は
オ
フ
ィ
ス
で
の
事

務
作
業
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

協
議
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
携
わ
り
、国
際
協

力
に
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
が
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
張
す

べ
き
こ
と
も
規
則
も
異
な
り
ま
す
が
、現
場
を
一

番
大
切
に
し
な
い
と
良
い
協
力
は
で
き
な
い
こ
と
、

現
場
を
生
か
す
た
め
に
自
分
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー
で
イ
ン
フ
ラ
分

野
や
地
域
開
発
の
研
修
事
業
を
担
当
。北
海
道
は

60
年
に
わ
た
り「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」を
基

に
開
発
を
展
開
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、途
上
国

の
研
修
員
が
学
ぶ
に
は
格
好
の
土
地
で
す
。常
に
、

ご
ま
か
し
の
利
か
な
い〝
現
場
〞が
目
の
前
に
あ
る

国
内
機
関
で
、支
援
す
る
側
の
リ
ソ
ー
ス
、さ
れ
る

側
の
ニ
ー
ズ
の
行
き
違
い
に
直
面
し
な
が
ら
も
、そ

の
間
を
つ
な
ぎ
、研
修
員
に
役
立
つ
研
修
に
な
る
よ

う
努
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
５
月
か
ら
は
、ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

の
都
市
・
地
域
開
発
分
野
の
協
力
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
世
界
で
は
都
市
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、特

に
途
上
国
で
は
、膨
れ
上
が
っ
た
人
口
に
街
の
機
能

が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
、都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
か
ら
、

道
路
や
橋
、電
気
、水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま

で
、都
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
包
括
的
な
支

援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、７
月
に
独
立
し
た
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、

２
０
０
５
年
の
南
北
包
括
和
平
合
意
成
立
後
、首

都
ジ
ュ
バ
の
生
活
基
盤
整
備
の
た
め
緊
急
開
発
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

長
年
の
紛
争
で
基
礎
イ
ン
フ
ラ
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ

た
こ
の
都
市
で
、何
を
優
先
的
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
、現
地

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
か
つ
迅

速
に
把
握
し
な
が
ら
、事

業
を
組
み
立
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。で
も
、

道
路
や
港
の
整
備
、共
同

水
栓
の
設
置
な
ど
が
進
む

に
つ
れ
て
人
々
の
生
活
は

目
に
見
え
て
改
善
さ
れ
て

き
て
お
り
、基
礎
イ
ン
フ
ラ

の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
に
は
今
、国
際
社
会
の
支
援
が
一
気

に
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
、全
体
的
な
都
市
計
画
の

整
合
性
を
取
り
な
が
ら
、他
の
援
助
機
関
と
の
協

調
を
効
果
的
に
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、政

府
の
機
能
が
脆
弱
な
中
で
、ど
の
よ
う
に
現
地
の

人
材
を
育
成
し
て
い
く
の
か
も
カ
ギ
と
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　

日
本
も
戦
後
に
急
速
な
都
市
化
を
経
験
し
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
都
市
開
発
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
役
割
は
、そ
ん
な
日

本
が
誇
る
経
験
や
技
術
に
付
加
価
値
を
付
け
て
、

途
上
国
支
援
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
。
最
終
的
に
、

何
が
途
上
国
の
た
め
に
な
る
の
か
。常
に
そ
れ
を
意

識
し
、迷
っ
た
時
は
現
場
に
立
ち
返
っ
て
答
え
を
探

し
て
い
き
た
い
。こ
れ
か
ら
も
、本
当
に
人
々
の
た
め

に
な
る
イ
ン
フ
ラ
が
作
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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JICA経済基盤開発部
都市・地域開発第一課

小島 海
KOJIMA Umi

大学院卒業後、2007年に
JICAに就職。南アジア部、イ
ンド事務所、札幌国際セン
ターを経て、2010年5月から
現職。

中

現在の部署で担当しているスリランカで復興支
援のためのインフラ整備プロジェクトについて
先方政府と協議する小島さん（左から2人目）

※On the Job Trainingの略。JICA職員は1年目に海外事務所に
8カ月（当時）赴任し、国際協力の現場の実務を徹底的に学ぶ。

人
々
の
た
め
に
な
る
イ
ン
フ
ラ
を
作
り
た
い

JICAと札幌市水道局が協働で行う研修「水道技術者」コースに同行する小島さん（中央）

From Headquarters
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ソ
マ
リ
ア
、ケ
ニ
ア
、エ
チ
オ
ピ
ア
、ジ
ブ
チ
な

ど〝
ア
フ
リ
カ
の
角
〞と
呼
ば
れ
る
東
ア
フ
リ
カ

地
域
で
、過
去
60
年
間
で
最
悪
の
干
ば
つ
が
続

い
て
お
り
、多
く
の
人
々
が
死
亡
、食
料
不
足

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
被
害
が
深
刻
な
ソ
マ
リ
ア
か
ら
多
く
の

難
民
が
隣
国
ケ
ニ
ア
の
ダ
ダ
ブ
難
民
キ
ャ
ン
プ

に
押
し
寄
せ
、キ
ャ
ン
プ
は
収
容
可
能
人
数
を

大
幅
に
超
え
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、ケ
ニ
ア

政
府
か
ら
の
緊
急
支
援
要
請
を
受
け
て
、８
月

５
日
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
用
テ
ン
ト
２
７
０
張
、ス
リ

ー
ピ
ン
グ
マ
ッ
ト
２
５
０
０
枚
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ

ー
ト
１
８
０
巻
、毛
布
２
５
０
０
枚
、ポ
リ
タ
ン

ク
２
０
１
６
個
、簡
易
水
槽
22
台
、発
電
機
50

台
、コ
ー
ド
リ
ー
ル
50
台
を
供
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
月
８
日
に
は
、
無
償
資
金
協
力

「
第
二
次
地
方
給
水
計
画
」の
実
施
契
約
を
締

結
。
降
水
量
の
少
な
い
南
部
地
方
に
給
水
施

設
を
50
カ
所
以
上
建
設
す
る
と
と
も
に
、住
民

参
加
型
の
施
設
運
営
管
理
を
支
援
し
、干
ば

つ
時
で
も
安
定
的
な
水
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
の
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い

て
、早
急
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

02東アフリカの干ばつに対するＪＩＣAの支援

03「グローバルフェスタＪＡＰＡＮ２０１１」にＪＩＣＡも参加！

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
を
受
け
、宮
城
県
や
福
島
県
な
ど
の
被

災
地
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

研
修
コ
ー
ス
も
、そ
の
多
く
が
や
む
な
く
延

期
や
中
止
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、研
修
の

実
施
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
再

開
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
で
の
震
災
後
初
の
研
修
と
な
っ
た

の
は
、６
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た「
医
療
電
子

機
器
」研
修
。７
人
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
研
修
員

が
福
島
県
を
訪
れ
、医
療
電
子
機
器
の
構
造

や
保
守
管
理
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。こ

の
研
修
の
再
開
に
向
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
は
、

研
修
実
施
機
関
の
株
式
会
社
メ
デ
ィ
サ
ン
が

あ
る
郡
山
市
に
足
を
運
び
、水
・
電
気
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
日
用
品
の
確
保
が
可
能
で

あ
る
こ
と
、放
射
線
量
が
人
体
に
影
響
が
な

い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
事
前
に
確
認
。

研
修
員
の
不
安
解
消
の
た
め
、こ
の
情
報
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
レ
ー
シ
ア
事
務
所
で
の
説
明
会
で

参
加
者
全
員
に
伝
え
ま
し
た
。
福
島
県
で

は
、さ
ら
に
２
つ
の
研
修
コ
ー
ス
が
再
開
し
て

お
り
、今
後
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
研
修
実
施
機
関

や
受
入
地
域
と
協
力
し
、延
期
・
中
止
に
な
っ

た
研
修
を
再
開
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、震
災
の
発
生
を
受
け
て
研
修
途
中

で
帰
国
し
た
研
修
員
も
多
か
っ
た
中
、独
立

行
政
法
人
建
築
研
究
所（
茨
城
県
つ
く
ば

市
）の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
る「
津
波
防
災
」

コ
ー
ス
の
研
修
員
は
、震
災
当
日
に
震
度
６

弱
の
揺
れ
を
経
験
し
な
が
ら
も
全
員
が
日
本

に
残
り
、研
修
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
、地
震
・
津
波
の
被
害
に
繰
り
返
し

見
舞
わ
れ
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ

ア
、ペ
ル
ー
の
津
波
対
策
機
関
の
職
員
や
研

究
者
。こ
の
研
修
で
、津
波
の
発
生
・
伝
播
・

遡
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
津
波
対
策
の
知
識
を

身
に
つ
け
、自
国
で
の
津
波
早
期
警
報
シ
ス

テ
ム
と
い
っ
た
対
策
の
改
善
を
目
指
し
て
い
ま

す
。７
月
に
は
、初
め
て
宮
城
県
と
岩
手
県

の
沿
岸
部
を
訪
れ
、津
波
に
よ
る
被
害
を
視

察
。被
害
の
大
き
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が

ら
も
、防
波
堤
や
防
潮
堤
、迅
速
な
警
報
、避

難
体
制
な
ど
、津
波
防
災
の
分
野
で
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
日
本
の
技
術
を
学
び
、自

国
へ
生
か
し
た
い
と
の
思
い
を
強
め
て
い
ま
し

た
。

　

10
月
１
日
・
２
日
に
、東
京
・
日
比
谷
公

園
で
開
催
さ
れ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
１
」で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

個
別
ブ
ー
ス
で
の
展
示
の
ほ
か
、メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

目
玉
の
一
つ
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ

の
直
前
に
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
す
る
、モ
デ

ル・
道
端
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員

の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
。
青
年
海
外
協
力
隊
の

活
動
な
ど
を
視
察
し
た
道
端
さ
ん
が
、ネ

パ
ー
ル
の
実
情
や
日
本
の
若
者
の
活
躍
な

ど
を
報
告
し
ま
す
。ま
た
、医
師
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
代
表
理
事
の
桑

山
紀
彦
さ
ん
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
コ
ン

サ
ー
ト「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ　

東
日
本
大

震
災
と
国
際
協
力
版
」も
見
ど
こ
ろ
の
一

つ
。ス
テ
ー
ジ
後
に
は
、東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
活
動
し
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
、夏
休
み
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
現
場
を
視
察
し

て
き
た
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー（
市
民
）を

交
え
、国
内
の
復
興
支
援
と
国
際
協
力
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
予

定
し
て
い
ま
す
。最
新
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w
w
.gfjapan.com

）で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）10
時

〜
17
時

会
場
：
日
比
谷
公
園（
東
京
都
）

東日本大震災の影響を受けた研修コースを再開 01

震災後初めて被災地の福島県を訪れた「医療電子
機器」コースのマレーシア人研修員

「津波防災」コースの研修員は、宮城県女川町などを
訪れ、港近くの津波被災状況を視察した

ケニア北東部のダダブ難民キャンプには、7月現在、
約38万人のソマリア難民が避難している

昨年は、JICAブースで展示や
キャリア相談などを実施



　「
あ
ま
り
力
を
入
れ
ず
に
回
し
て
ね
」

　
白
衣
に
身
を
包
ん
だ
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
の
日
系

人
研
修
員
、
山
口
鈴
香
さ
ん
が
ハ
ン
ド
ル
を
ゆ

っ
く
り
と
回
す
と
、
数
層
に
重
ね
ら
れ
た
袋
か

ら
赤
茶
色
の
液
体
が
搾
り
出
さ
れ
た
。
室
内
に

広
が
る
芳
し
い
香
り
。
こ
の
液
体
の
正
体
は
、

日
本
人
の
食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
調
味
料
〝
し

ょ
う
ゆ
〞
だ
。

　
こ
こ
は
、
東
京
農
業
大
学
短
期
学
部
醸
造
学

科
の
実
験
室
。「
う
ー
ん
、
ち
ょ
っ
と
し
ょ
っ

ぱ
い
か
な
」。
味
見
し
な
が
ら
そ
う
話
す
の
は
、

醸
造
学
科
の
舘
博
教
授
。
し
ょ
う
ゆ
を
メ
イ
ン

に
発
酵
・
醸
造
の
研
究
を
長
年
続
け
、
大
学
で

の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
高
校
の
生
徒
や
一

般
市
民
を
対
象
に
講
座
を
開
く
な
ど
、
し
ょ
う

ゆ
文
化
の
普
及
に
も
熱
心
に
取
り
組
む
。

　
そ
ん
な
舘
教
授
の
下
で
、
5
月
か
ら
し
ょ
う

ゆ
の
発
酵
技
術
を
学
ん
で
い
る
山
口
さ
ん
。
ボ

リ
ビ
ア
に
移
住
し
た
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
、

入
植
か
ら
56
年
に
な
る
ボ
リ
ビ
ア
東
部
サ
ン
タ

ク
ル
ス
県
に
あ
る
サ
ン
フ
ァ
ン
日
本
人
移
住
地

で
育
っ
た
彼
女
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
日
系
研
修
※

「
農
産
物
未
利
用
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め

の
発
酵
技
術
の
習
得
」
コ
ー
ス
に
参
加
。
約
7

カ
月
間
、
初
め
て
訪
れ
た
日
本
で
し
ょ
う
ゆ
造

り
の
技
術
習
得
に
励
ん
で
い
る
。

　
ボ
リ
ビ
ア
で
な
ぜ
し
ょ
う
ゆ
な
の
か
。実
は
、

同
国
で
暮
ら
す
日
系
人
は
約
１
万
４
０
０
０

人
。
日
系
人
社
会
で
は
日
本
の
食
文
化
が
受
け

継
が
れ
、
し
ょ
う
ゆ
が
必
需
品
と
な
っ
て
い
る

の
だ
。
さ
ら
に
近
年
で
は
ボ
リ
ビ
ア
人
に
も
日

本
食
が
広
ま
り
、
し
ょ
う
ゆ
の
需
要
も
徐
々
に

拡
大
。
し
か
し
国
内
で
は
生
産
さ
れ
ず
、
日
本

や
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

　「
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
野
菜
や
果
物
な
ど
を
そ

の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
加
工
食
品

の
原
料
と
し
て
使
う
こ
と
は
少
な
く
、
加
工
技

術
も
進
ん
で
い
な
い
ん
で
す
」
と
舘
教
授
。
加

工
さ
れ
な
い
ま
ま
腐
っ
て
し
ま
え
ば
捨
て
る
し

か
な
い
。
大
学
で
食
品
加
工
を
学
ん
だ
後
、
農

協
の
工
場
で
働
い
て
い
た
山
口
さ
ん
は
、
よ
り

高
度
な
食
品
加
工
技
術
を
身
に
つ
け
、
自
国
で

生
か
し
た
い
と
の
思
い
を
強
め
て
い
た
。

　「
廃
棄
さ
れ
て
い
る
大
量
の
大
豆
か
ら
し
ょ

う
ゆ
を
造
れ
ば
、
大
豆
農
家
の
生
計
向
上
と
食

料
の
安
定
供
給
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」
と

舘
教
授
。
ボ
リ
ビ
ア
で
の
食
品
加
工
技
術
の
普

及
を
目
指
し
た
研
修
が
始
ま
っ
た
。

　
東
京
農
業
大
学
は
、
開
発
途
上
国
か
ら
の
研

修
員
の
受
け
入
れ
や
、
ペ
ル
ー
産
の
南
国
フ
ル

ー
ツ
・
カ
ム
カ
ム
を
活
用
し
た
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
ド
リ
ン
ク
の
商
品
化
な
ど
、
国
際
協
力
に
も

熱
心
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
1
9
5
6
年
に
設

置
さ
れ
た
農
業
拓
殖
学
科
（
現
・
国
際
農
業
開

発
学
科
）
で
は
、
途
上
国
で
の
農
業
発
展
に
貢

献
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
回
の
研
修
も
、
日
本
で
唯
一
醸
造
学
科
が

あ
る
同
大
学
の
強
み
が
実
施
に
つ
な
が
っ
た
。

日
本
に
は
約
１
５
０
０
の
し
ょ
う
ゆ
の
個
人
製

造
業
者
が
あ
る
が
、
な
ん
と
そ
の
約
６
割
が
東

京
農
大
の
卒
業
生
。
ま
た
、
研
修
の
指
導
に
当

た
る
舘
教
授
自
身
、
発
酵
に
不
可
欠
な
麹
菌
に

含
ま
れ
る
新
し
い
酵
素
を
発
見
す
る
な
ど
、
し

ょ
う
ゆ
研
究
の
第
一
人
者
だ
。
昨
年
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
数
々
の
し
ょ
う
ゆ
業
界
へ
の
功
績
が

評
価
さ
れ
、「
醤
油
功
労
賞
」を
受
賞
し
て
い
る
。

「
た
だ
授
業
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
し
ょ
う

ゆ
を
自
分
の
手
で
造
る
こ
と
で
、
基
本
的
な
製

造
過
程
は
も
ち
ろ
ん
、
質
の
良
い
も
の
に
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
帰
国
後
に
使
え
る
技

術
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
す
る
。

　
し
ょ
う
ゆ
は
、
蒸
し
た
大
豆
と
炒
っ
た
小
麦

を
混
ぜ
た
も
の
か
ら
〝
麹
〞
を
造
り
、
そ
れ
を

食
塩
水
に
浸
し
て
発
酵
・
熟
成
さ
せ
た
〝
も
ろ

み
〞
を
搾
っ
た
も
の
。「
こ
の
過
程
で
特
に
重

要
な
の
が
麹
造
り
で
、
こ
れ
が
し
ょ
う
ゆ
の
良

し
あ
し
を
決
め
る
ん
で
す
」
と
舘
教
授
。
湿
度

90
％
、
温
度
28
度
程
度
に
保
た
れ
た
室
と
呼

ば
れ
る
部
屋
で
、
48
時
間
つ
き
っ
き
り
で
管
理

〝
ボ
リ
ビ
ア
産
し
ょ
う
ゆ
〞を

実
現
さ
せ
た
い

学校法人 東京農業大学
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

※
J
I
C
A
が
国
内
の
地
方
自
治
体
、N
G
O
、大
学
、企

業
な
ど
と
協
働
で
日
系
人
を
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
技
術
研
修
を
実
施

す
る
事
業
。

加
工
さ
れ
ず
に

捨
て
ら
れ
る
食
材

多くの日系人が暮らし、日本の食文化が受け継がれている南米の国、ボリビア。
日本ではおなじみの“しょうゆ”も、同国で欠かせない調味料の一つだ。
学校法人東京農業大学は、ボリビアにしょうゆ造りを普及すべく、

日系人を対象としたJICAの研修に協力している。

しょうゆ造りの
先駆者育成を目指して

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
長
時
間
の
作
業
な

ど
大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
し
ょ
う
ゆ
造

り
を
通
し
て
日
系
人
に
日
本
の
文
化
を
伝
え
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
山
口
さ
ん
。
研
究
室
の

学
生
た
ち
と
の
実
験
や
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講

座
へ
の
参
加
、
全
国
の
し
ょ
う
ゆ
製
造
者
と
の

交
流
、
し
ょ
う
ゆ
工
場
の
見
学
な
ど
、
一
大
産

地
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経
験
を
積
ん
で

い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ビ
ア
で
し
ょ
う
ゆ
造
り
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
す
べ
て

が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
。
舘
教
授
は
、「
将

来
ボ
リ
ビ
ア
で
商
品
化
に
ま
で
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
し
ょ
う
ゆ
工
場
で
実
際
の
製
造
の
流
れ

を
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
研
修
の
内
容
を
工

夫
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
日
本
で
学
ん
だ
技
術
が
実
を
結
び
、
ボ
リ
ビ

ア
産
の
し
ょ
う
ゆ
が
生
ま
れ
た
ら
こ
ん
な
に
う

れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
日
本
の
反
対
側
に
暮
ら

す
ボ
リ
ビ
ア
の
人
々
の
生
活
向
上
を
目
指
し
、

東
京
農
業
大
学
と
山
口
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

搾ったばかりのしょうゆの酸性度を測る山口さん。「ボリビアの大学ではあまり
実験の授業がなかったので、試行錯誤の連続です」

こ
う
じ
き
ん

む
ろ

もろみを入れた袋が破けないよう
慎重にハンドルを回し、しょうゆを搾
りだす山口さんと舘教授

フェアトレード商品として東京農業大学
が企画・販売しているカムカムドリンク。
同大学の生協やウェブサイト“農大市
場”から購入できる

東京農業大学の学生とともに山口さん
が仕込んだもろみ。発酵してフツフツと
空気が抜けていく

ボリビア
ラパス

山口さんは舘教授が講師を務めたオープンカレッジ講座に参加。
発酵調味料の一つであるみりんについての調理実習も行われた

搾りたての生じょうゆ
き

サンファン
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［上］世界での日本の
役割について学ぶ６年
生の社会科。青年海
外協力隊の活動につ
いて紹介する井上先
生の授業に興味津々
［下］一人一人の力を
オレンジの粒になぞら
えて “オレンジ作戦”と
名づけられたアフリカ
への物資送付。「小さ
な支援が形となり、大き
なオレンジの実のよう
になってほしい」という
思いが込められている

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
人
た
ち
に
〝
日
本
人
は
刺

身
を
食
べ
る
〞
と
話
し
た
ら
、
今
の
み
ん
な
の

反
応
と
同
じ
よ
う
に
〝
気
持
ち
悪
い
〞
と
言
わ

れ
た
ん
で
す
」。
そ
う
聞
い
て
、
ち
ょ
っ
と
怒
っ

た
り
反
論
す
る
子
ど
も
た
ち
。

　「
じ
ゃ
あ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
人
の
気
持
ち

に
な
っ
て
み
る
と
、
ど
う
か
な
？
」

　
井
上
先
生
の
言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
は
じ
っ

と
考
え
始
め
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
の
刺
身
と

同
じ
よ
う
に
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
人
に
と
っ
て

は
毛
虫
を
食
べ
る
こ
と
が
普
通
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
…
。「
た
と
え
自
分
と
違
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
が
持
つ
食
文
化
、
風
習
、
考
え
方
、

生
き
方
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
よ
ね
」。

　
三
馬
小
学
校
は
、
金
沢
市
内
で
も
国
際
協
力

に
熱
心
な
学
校
の
一
つ
。
約
20
年
前
、
近
所
の

教
会
の
外
国
人
牧
師
か
ら
の
紹
介
が
縁
で
、
ア

フ
リ
カ
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
支
援
物
資
を
送
る

活
動
を
開
始
。
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
運
営

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
全
校
児
童
か
ら
古
着
や

文
房
具
を
集
め
て
現
地
へ
送
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
青
年

海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
の
井
上
先
生
に
よ
る
〝
食
〞
を

テ
ー
マ
に
し
た
開
発
教
育
だ
。
井
上
先
生
は
２
０

０
２
年
か
ら
２
年
間
、
現
職
参
加
制
度
※
１
を
利

用
し
て
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
へ
赴
任
。「
小
学
校
の

栄
養
士
と
し
て
働
い
て
い
た
時
に
、
食
べ
残
し
の

多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
食
生
活
は
世
界

と
比
べ
て
豊
か
で
す
。
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
食

へ
の
感
謝
の
心
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
私
自
身
が

世
界
の
食
事
情
を
知
ら
な
く
て
は
と
思
っ
た
の

で
す
」。
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
は
、
地
方
の
病
院

内
に
あ
る
栄
養
失
調
児
セ
ン
タ
ー
に
配
属
。
周
辺

の
村
々
を
巡
回
し
、
母
親
た
ち
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス

　「
え
ー
、
気
持
ち
悪
い
！
」

　「
そ
ん
な
の
を
食
べ
る
な
ん
て
…
」

　
こ
の
日
は
、
西
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

の
食
文
化
に
つ
い
て
の
授
業
。「
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ

ソ
に
は
、
食
用
の
毛
虫
も
い
る
ん
で
す
よ
」。
石

川
県
金
沢
市
立
三
馬
小
学
校
の
栄
養
教
諭
・
井

上
奈
緒
先
生
が
そ
う
話
す
と
、
児
童
た
ち
は
顔

を
見
合
わ
せ
て
び
っ
く
り
し
て
い
る
。「
で
も
、

を
考
え
た
離
乳
食
の
作
り
方
や
衛
生
管
理
の
方

法
な
ど
を
指
導
し
た
。
そ
し
て
帰
国
後
、
今
度

は
「
食
育
」
も
行
う
栄
養
教
諭
※
２
と
し
て
三
馬

小
学
校
に
着
任
。
従
来
の
学
校
給
食
の
栄
養
管

理
に
加
え
、
給
食
の
時
間
に
各
ク
ラ
ス
の
教
室

を
回
っ
て
食
の
大
切
さ
や
食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど

も
教
え
て
い
る
。

　
そ
ん
な
井
上
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
〝
お
母
さ
ん
〞
の
よ
う
な
存
在
。「
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
で
は
、
子
ど
も
の
し
つ
け
を
地
域
の
大

人
全
員
で
行
い
ま
す
。
私
も
、
は
し
や
茶
碗
の

持
ち
方
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
指
導

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」。

　
給
食
の
時
間
以
外
に
も
、
社
会
科
や
学
級
活

動
の
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

の
食
事
情
を
伝
え
て
い
る
井
上
先
生
。
栄
養
失

調
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
母
親
―
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
こ
と
が
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
は
当
た
り

前
に
起
き
て
い
る
。
２
年
生
の
濱
野
郁
也
く
ん

は
、「
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
な
い
子
が
い

る
と
知
っ
て
、
僕
た
ち
は
幸
せ
な
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
で
も
助
け
て
あ
げ
た
い
」

と
話
す
。

　
ま
た
井
上
先
生
は
、
料
理
ク
ラ
ブ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
親
子
料
理
教
室
で
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

料
理
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。
ト
マ
ト
や
ナ
ス
と

ピ
ー
ナ
ツ
ソ
ー
ス
の
シ
チ
ュ
ー
を
ご
飯
に
か
け

た
「
リ
ソ
ー
ス
・
ア
ラ
シ
ッ
ド
」
を
、
現
地
の
人

と
同
じ
よ
う
に
手
で
食
べ
て
み
る
子
ど
も
た
ち
。

「
ピ
ー
ナ
ツ
を
料
理
に
使
う
な
ん
て
初
め
て
」「
手

で
食
べ
る
と
お
い
し
く
感
じ
る
」「
な
ん
だ
か
ア

フ
リ
カ
の
味
！
」
と
大
満
足
。
素
材
か
ら
は
そ

の
国
の
気
候
風
土
を
、
食
べ
方
か
ら
は
そ
の
国

の
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
〝
食
〞
は
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
つ
い
て

楽
し
く
知
る
た
め
の
入
り
口
な
の
だ
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
う
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
行
動
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が
現
れ
て
き
た
。

「
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
話
を
し
た
後
は
、〝
満
足
に

食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
当
然
で
は
な
い
〞
と
、
給

食
を
残
さ
ず
食
べ
る
児
童
が
増
え
ま
す
」
と
井

上
先
生
。
６
年
生
の
北
野
こ
こ
ろ
さ
ん
は
、「
生

魚
を
食
べ
な
か
っ
た
り
日
本
に
は
な
い
食
べ
物

が
あ
っ
た
り
、
国
に
よ
っ
て
食
文
化
が
こ
ん
な

に
違
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
今
の
生

活
に
感
謝
し
て
、
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
を
は
じ
め
、
貧
困
や
紛
争
な

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
ア
フ
リ
カ
の
国
々
。
少

し
で
も
支
援
で
き
れ
ば
と
、
昨
年
は
、
井
上
先
生

の
隊
員
時
代
の
縁
で
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
に
も
文
房
具
な
ど
を
届
け

た
。
運
営
委
員
長
の
木
下
健
斗
く
ん
（
６
年
生
）

は
「
送
っ
た
鉛
筆
で
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
」
と
話
す
。

　
一
方
で
井
上
先
生
は
、〝
貧
し
い
〞
イ
メ
ー
ジ

だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
生
き
生
き
と
暮
ら

す
人
々
が
い
る
こ
と
も
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
食
を
通
し
て
ア
フ
リ
カ
と
つ
な
が
る
―
。
世

界
を
思
い
や
る
心
を
は
ぐ
く
ん
だ
子
ど
も
た
ち

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
大
人
へ
と

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

食
へ
の
感
謝
と

異
な
る
文
化
へ
の
理
解
を

食
の
体
験
か
ら

世
界
を
思
い
や
る
心
を
は
ぐ
く
む

給食を通して、食の大切さと
文化の多様さを学ぶ子どもた
ち。「食事の仕方やマナーの
違いなどを切り口にすると、す
んなり世界のことを理解でき
るようです」と井上先生

料理クラブでブルキナファソ料理を作った時
は、現地の人と同じように手で直接食べてみた

身
近
な〝
食
〞か
ら

世
界
を
知
ろ
う

ア
フ
リ
カ
の
国
々
へ
古
着
や
文
房
具
を
送
る
な
ど
、

約
20
年
前
か
ら
国
際
協
力
に
取
り
組
む
石
川
県
金
沢
市
立
三
馬
小
学
校
。

青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
・
井
上
奈
緒
先
生
が
着
任
し
て
か
ら
は
、

〝
食
〞
を
通
じ
た
開
発
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

※1　所属先に身分を残したまま、休職などの形で協力隊に参加する制度。
※2　学校で食育を推進するため、2005年度に新設された職種。

世界とつながる
教室

「給食を残さないようになったよ」。毎日3食欠かさず食べられる
ことのありがたみを知り、子どもたちに心の変化が起こっている

み
ん
ま

September 2011                         2425                         September 2011



　
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
入
り
口
、
エ
ジ
プ
ト
の
東

側
に
位
置
す
る
ス
エ
ズ
運
河
。
地
中
海
と
紅
海

を
つ
な
ぐ
全
長
約
１
９
５
キ
ロ
に
も
及
ぶ
こ
の

運
河
は
、
年
間
１
万
５
０
０
０
隻
も
の
船
が
行

き
交
い
、
世
界
の
物
流
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
ス
エ
ズ
運
河
が
完
成
し
た
の
は
今
か
ら
１
４

０
年
以
上
前
、
１
８
６
９
年
の
こ
と
。
フ
ラ
ン

ス
人
実
業
家
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
レ
セ
ッ

プ
ス
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
、
炎
天
下
の
過
酷

な
自
然
環
境
の
中
で
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
が
汗
を

流
し
、
10
年
か
け
て
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
当

時
「
地
球
を
小
さ
く
し
た
」
と
も
評
さ
れ
た
よ

う
に
、
新
し
い
運
河
の
誕
生
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
ジ
ア
の
距
離
を
大
幅
に
短
縮
さ
せ
た
の
だ
。

　
し
ば
ら
く
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
利
権

争
い
が
続
い
た
が
、
１
９
５
６
年
に
は
エ
ジ
プ

ト
政
府
に
よ
り
国
有
化
。
し
か
し
こ
の
時
、
ス

エ
ズ
運
河
は
大
き
な
決
断
の
局
面
に
立
た
さ
れ

て
い
た
。
当
時
の
水
深
は
約
10
メ
ー
ト
ル
。
世

界
的
な
船
舶
の
大
型
化
に
、
対
応
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
の
だ
。
船
が
通
れ
な
い
の
で
は
意
味

が
な
い
。
そ
こ
で
政
府
は
国
家
の
一
大
事
業
と

し
て
「
ス
エ
ズ
運
河
拡
張
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
案
。水
深
を
15
メ
ー
ト
ル
近
く
に
ま
で
掘
削
し
、

最
大
級
の
タ
ン
カ
ー
も
通
れ
る
よ
う
に
運
河
を

拡
張
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
工
事
の
国
際
入
札
は
世
界
各
国
か
ら
注

目
を
浴
び
、
多
く
の
名
だ
た
る
建
設
会
社
が
手

を
挙
げ
た
。日
本
か
ら
は
五
洋
建
設
株
式
会
社（
旧

水
野
組
）
が
参
加
。
こ
の
た
め
に
、
新
し
く
ポ

ン
フ
浚
渫
船
※
1
「
ス
エ
ズ
」
を
発
注
す
る
と
い

う
力
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。「
入
札
に
失
敗
し
た

ら
、
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
い
い
」。

水
野
哲
太
郎
社
長
（
当
時
）
の
大
胆
な
決
断
が
功

を
奏
し
、
初
め
て
の
海
外
進
出
に
し
て
、
見
事
に

一
番
札
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
し
か
し
、
最
初
は
何
も
か
も
が
一
筋
縄
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
船
舶
が
往
来
す
る
た
び
に
中
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
工
事
。
さ
ら
に
現
場
を
苦
し
め

た
の
が
〝
悪
魔
の
岩
盤
〞
だ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
５
倍
の
固
さ
と
も
い
わ
れ
る
運
河
に
潜

む
岩
盤
が
、
ポ
ン
プ
浚
渫
船
の
カ
ッ
タ
ー
チ
ッ

プ
を
砕
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
工
事

が
進
ま
な
い
―
。
日
本
人
の
技
術
者
た
ち
は
画

用
紙
を
切
り
折
り
し
、〝
悪
魔
の
岩
盤
〞
に
太
刀

打
ち
で
き
る
刃
の
大
き
さ
、
角
度
を
徹
底
的
に

分
析
。
改
良
に
改
良
を
重
ね
、
や
っ
と
の
こ
と

で
専
用
の
〝
特
殊
カ
ッ
タ
ー
チ
ッ
プ
〞
の
完
成

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
何
が
あ
っ
て
も
屈
し
な
い
日

本
人
の
精
神
力
、妥
協
の
な
い
技
術
力
の
評
判
は
、

見
る
見
る
う
ち
に
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
67
年
、
第
３
次
中
東
戦
争
の
勃
発
に

よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
侵
略
を
免
れ
る
た
め
、
エ
ジ

プ
ト
政
府
は
69
年
か
ら
ス
エ
ズ
運
河
を
全
面
閉

鎖
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
航
路
は

完
全
に
寸
断
さ
れ
、
各
国
の
船
舶
は
、
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
経
由
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。

　
戦
争
の
終
結
を
待
ち
、
７
年
の
月
日
を
経
て
、

ス
エ
ズ
運
河
は
再
び
そ
の
門
を
開
い
た
。
中
断

さ
れ
て
い
た
拡
張
工
事
も
再
開
さ
れ
、引
き
続
き
、

そ
の
大
部
分
を
五
洋
建
設
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
情
勢
悪
化
に
よ
り
多
く
の
会
社
が
手

を
引
い
て
い
く
中
で
、
水
野
社
長
は
何
度
も
現

地
に
足
を
運
び
、
工
事
の
再
開
を
見
据
え
て
エ

ジ
プ
ト
側
と
会
談
を
重
ね
て
い
た
の
だ
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
要
請

を
受
け
て
、
日
本
も
ス
エ
ズ
運
河
拡
張
の
た
め

の
支
援
に
乗
り
出
し
た
※
2
。
そ
の
内
容
は
総
額

６
１
０
億
円
の
円
借
款
の
供
与
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
の
支
援
額
の
２
割
に
及
ぶ
額
だ
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
新
た
な
浚
渫
船
の
購
入
な
ど

を
１
２
０
億
円
の
円
借
款
で
支
援
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

資
金
援
助
と
現
地
の
人
々
と
手
を
取
り
合
い
懸

命
に
働
く
日
本
人
技
術
者
の
功
績
と
が
相
乗
効

果
を
生
み
出
し
、
エ
ジ
プ
ト
で
の
日
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
80
年
２
月
、ス
エ
ズ
運
河
は
新
た
に〝
巨

大
運
河
〞
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
開
通
式

で
は
常
に
エ
ジ
プ
ト
の
人
々
に
寄
り
添
い
続
け

た
水
野
社
長
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
大
の
功
労

者
と
し
て
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
。
ス
エ
ズ
運
河

の
工
事
は
、
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
当
時
か
か
わ
っ
た
五
洋
建
設

の
社
員
ら
は
皆
、「
長
か
っ
た
が
そ
れ
だ
け
価
値

の
あ
る
仕
事
だ
っ
た
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
そ

し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
後
も
、待
機
泊
地
の
拡
張
、

運
河
の
管
理
・
経
営
能
力
の
改
善
な
ど
の
支
援

を
継
続
。
ス
エ
ズ
運
河
を
見
守
り
続
け
て
い
る
。

　
今
日
も
穏
や
か
に
、
世
界
を
つ
な
ぐ
航
路
と

し
て
活
躍
す
る
ス
エ
ズ
運
河
。
今
年
1
月
の
政

変
後
も
、
観
光
業
が
落
ち
込
む
中
、
貴
重
な
外

貨
収
入
源
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
経
済
に
多
大
な
貢

献
を
果
た
す
。
ス
エ
ズ
の
た
め
に
汗
を
流
し
た

技
術
者
た
ち
の
魂
は
、こ
こ
に
生
き
続
け
て
い
る
。

戦
争
に
よ
る
閉
鎖
か
ら

復
活
へ
の
道
筋

「
失
敗
し
た
ら

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
い
い
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
、
国
際
航
路
の
要
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
エ
ズ
運
河
。

今
か
ら
半
世
紀
前
、
世
界
的
な
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
す
べ
く
、

20
年
に
わ
た
り
日
本
の
建
設
会
社
の
技
術
者
た
ち
が
奮
闘
し
た
。

世
界
に
開
け

エ
ジ
プ
ト
の
ス
エ
ズ
運
河

次世代への財産

遠く先まで延びるスエズ運
河。その存在感は絶大だ

資料提供：五洋建設株式会社

スエズ運河のそばを歩く羊とヤギ。エジプトらしい風景だ 日本人技術者が、現地の人々に安全教育を繰り返し行った

※1.水底の土砂を掘り削る船。先端に取り付けられたカッターにより原地盤を掘削し、ポンプで吸い込
み、パイプラインで土砂を搬送する。
※2.当時は海外経済協力基金（OECF）が円借款を担当。1999年から国際協力銀行（JBIC）に業務
を引き継ぎ、2008年10月のJICA・JBIC統合からJICAに移行。

し
ゅ
ん
せ
つ

エジプト

カイロ
スエズ運河

地中海

紅
  海

船のかじの先端に取り付けられた直径約3メートルのカッターの交換作業。54
本の刃先（カッターチップ）が、スエズ運河の可能性を切り開いていった

船舶の往来が絶えない現在のスエズ運河。その中には日本の船舶の姿も見え
る。運河による収益はエジプトの国内総生産の約2％、経常収入の約8％を占
めている

スエズ

イスマイリア

ポート
サイド

スエズ運河

地中海

紅
  海
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本
に
と
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
）
は
、
中
国
や
ア
メ

リ
カ
と
並
ん
で
重
要
な
貿
易
相
手
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
先
と
し
て
重
要
な
存
在
。

ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
も
日
本
は
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
に
次
ぐ
投
資
国
で
あ
り
、
お

互
い
が
か
け
が
え
の
な
い
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の
日
本
人
に

と
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
身
近
な
旅
行
先
で
あ

る
一
方
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
人
々
は
日
本
の
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
関
心
が
高
く
、
日
本

語
の
学
習
者
や
日
本
へ
の
留
学
生
も
多
い
な

ど
、
文
化
面
で
の
交
流
も
盛
ん
だ
。
そ
し
て

何
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
か
ら
多
く
の
支
援
物
資
や
義
援

金
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
届
け
ら
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
。

　
7
月
21
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
が
開
催
さ
れ
、

日
本
か
ら
は
松
本
剛
明
外
務
大
臣
ら
が
出
席

し
た
。
会
議
で
は
、
２
０
０
３
年
に
採
択
さ

れ
た
「
新
千
年
紀
に
お
け
る
躍
動
的
で
永
続

的
な
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
た
め
の
東
京
宣
言
」（
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
東
京
宣
言
）の
実
施
状
況
を
レ
ビ
ュ
ー
。

ま
た
、
今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
第
14
回
日
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
採
択
を
目
指
す
新

た
な
共
同
宣
言
・
行
動
計
画
の
策
定
に
向
け

た
協
議
の
ほ
か
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
結
性
強
化

の
た
め
の
日
本
の
支
援
方
針
の
説
明
、
海
上

の
安
全
保
障
、
防
災
協
力
強
化
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。
松
本
大
臣
は

震
災
を
受
け
た
日
本
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
く
「
開
か
れ
た
復
興
」
を
実

現
す
る
と
の
決
意
を
表
明
し
た
。

日

日本とASEANとの
防災協力とは！？

 ODAを知る

国際会議 

　
さ
ら
に
松
本
大
臣
は
、
今
年
4
月
の
日
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
別
外
相
会
議
で
提
案
し
た
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防
災
人
道
支
援
調
整
セ
ン
タ
ー

（
Ａ
Ｈ
Ａ
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
支
援
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
災
害
救
助

実
動
演
習
の
定
期
開
催
な
ど
、
防
災
分
野
の

協
力
強
化
に
向
け
た
施
策
の
進
捗
状
況
を
説

明
し
た
。
特
に
Ａ
Ｈ
Ａ
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
通
信
機
材
・
備
蓄
物
資
の
供

与
や
専
門
家
の
派
遣
に
加
え
、
セ
ン
タ
ー
全

体
の
運
営
を
支
援
す
る
防
災
専
門
家
を
派
遣

し
、
運
営
面
を
含
め
同
セ
ン
タ
ー
を
全
面
的

に
支
援
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
ま
た
日
本
は
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
構
想
」
を
新
た
に
提
案
し
た
。

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
、
日
本
が
持
つ
防
災
分
野
の
技

術
や
取
り
組
み
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
共
有

し
み
な
が
ら
国
際
協
力
を
知
る
国
内

最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル

フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
１
」
が
、
10

月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）
の
２
日
間
、東
京
・

日
比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
、

「
絆
〜
私
た
ち
は
つ
な
が
っ
て
い
る
　
世
界

は
日
本
と
と
も
に
。
日
本
は
世
界
と
と
も

に
」。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
は

10
月
６
日
の
「
国
際
協
力
の
日
」
に
ち
な
ん

で
開
か
れ
る
年
に
一
度
の
祭
典
。
21
回
目
を

迎
え
る
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

開
発
途
上
国
を
含
む
世
界
各
国
・
地
域
や
国

際
機
関
、
市
民
の
方
々
か
ら
日
本
に
寄
せ
ら

れ
た
支
援
を
振
り
返
る
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
特
別
企
画
「
日
比

谷
公
園
を
『
絆
』
の
絵
で
埋
め
尽
く
そ
う
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
被
災
地
の
児
童
や

都
内
の
中
学
生
な
ど
が
「
10
年
後
の
私
」
を

テ
ー
マ
に
描
い
た
絵
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、

世
界
の
国
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
激
励
の
絵
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
各
国
で
行
わ
れ
た
支
援
イ
ベ

ン
ト
の
写
真
も
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
、
被
災

し
た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
を
応
援
す
る
た
め

の
「
東
北
支
援
ブ
ー
ス
」
も
設
け
ら
れ
る
予

定
だ
。

　
さ
ら
に
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
の
よ
う
な
世
界
が
直
面
し
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
、
紛
争
や
災
害
に
同
じ
よ
う

に
苦
し
む
途
上
国
の
現
状
な
ど
を
学
び
、
国

際
協
力
の
重
要
性
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
も
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
著
名
人
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、「
ゴ
ス
ペ
ル
・
ラ
イ
ブ
」
な

ど
楽
し
い
企
画
が
目
白
押
し
。
毎
年
恒
例
の

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
」、さ
ら
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、大

使
館
、
国
際
機
関
、
企
業
な
ど
が
ブ
ー
ス
を

出
展
し
、
国
際
協
力
に
関
す
る
活
動
や
、
途

上
国
の
物
産
や
料
理
の
紹
介
・
販
売
を
行
う
。

　
世
界
と
の
〝
絆
〞
を
感
じ
る
２
日
間
を
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

楽

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
人
材
育
成
な

ど
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
防
災
能
力
強
化
に

向
け
た
広
域
的
か
つ
包
括
的
な
構
想
だ
。
ス

マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
、

そ
し
て
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
多
発
化
・

大
型
化
す
る
台
風
。
こ
う
し
た
自
然
災
害
が

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
に
拡
大
し
て
い
る
中
で
、

地
域
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
た
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本

の
支
援
を
通
じ
て
、
将
来
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
災

害
に
強
い
地
域
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
日
本
と
重
要
か
つ
友
好
な
関
係
に
あ
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
。
そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
抱
え
る
課

題
に
日
本
が
引
き
続
き
協
力
し
て
い
く
こ
と

は
、
さ
ら
な
る
友
好
関
係
の
発
展
の
み
な
ら

ず
、
日
本
、
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
全
体
の
安

定
と
繁
栄
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
な
の
だ
。

「グローバルフェスタ
JAPAN2011」へ行こう！

政策

え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
２
０
１
０
年

11
月
の
事
業
仕
分
け
で
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
事
業
の
実
施
体
制
、
運
営
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、外
務
省
で
は
、

発
足
以
来
約
半
世
紀
が
経
過
す
る
こ
の
事
業

の
あ
り
方
を
、
経
済
界
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
方
関

係
者
の
ほ
か
、
広
く
一
般
か
ら
意
見
を
募
り

な
が
ら
検
討
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
今
年
７

月
に
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で
、

山
花
郁
夫
・
外
務
大
臣
政
務
官
が
「
草
の
根

外
交
官
・
共
生
と
絆
の
た
め
に
〜
我
が
国
の

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
〜
」を
発
表
し
た
。

　
こ
の
政
策
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
開
発
途
上
国

や
新
興
国
が
国
際
社
会
の
中
で
存
在
感
を
増

す
中
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
地
道
に
築

い
て
い
く
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
う
し

た
国
々
に
日
本
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
の

有
効
な
外
交
手
段
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。

そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
協
力
隊
の
活
動

現
場
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
支
援

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
や
、
協
力
隊
派
遣
に
よ

っ
て
対
日
好
感
度
が
向
上
し
た
こ
と
を
あ
げ

て
い
る
。

　
ま
た
今
後
は
、①
相
手
国
の
社
会
・
経
済

の
発
展
、②
相
手
国
と
の
友
好
親
善
・
相
互

理
解
、③
国
際
的
視
野
の
涵
養
と
社
会
還
元

と
い
っ
た
外
交
・
開
発
協
力
政
策
上
の
位
置

付
け
を
よ
り
明
確
に
し
、
実
施
体
制
や
運
営

方
法
の
効
率
化
を
進
め
て
い
く
と
し
た
。
ま

た
、
帰
国
後
の
活
躍
を
支
援
す
る
取
組
を
強

化
す
る
こ
と
や
、
隊
員
が
持
つ
情
報
や
経
験

へ
の
期
待
・
関
心
を
踏
ま
え
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ

ス
※
１
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
※
２
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　「
言
葉
や
文
化
の
壁
を
乗
り
越
え
活
動
し

フ
ァ
ン
を
増
や
す
協
力
隊
は
、
い
わ
ば
草
の

根
外
交
官
で
あ
る
」（
山
花
政
務
官
）。
日
本

と
世
界
の
絆
を
深
め
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
今
、
関
心
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

青年海外協力隊員は
草の根の外交官！

日・ASEAN外相会議

ASEAN外相会議に出席する松本外務大臣

10月1日（土）・2日（日）

ボランティア政策ペーパーを発表

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

覚

■2011年にASEANで発生した災害

■今年の見どころ

青年海外協力隊が派遣されているスリランカの学校「アンベ
ーゴダ・スリ・サンガボーディ・ウィッディヤーレ」から、東日本大
震災の被災地へたくさんの応援メッセージが寄せられた

協力隊の配属先で日本や日本人への印象を調査した結果、
ポジティブと答えた割合が、赴任前の73％から96％へ大幅に
増加（JICA・2005年調査結果より）

■日本のファンを増やす青年海外協力隊

昨年は過去最高の約10万5,000人でにぎわった。今年
の開催概要はホームページ（http ://www.gf japan.
com/）へ

「アジア防災センター」ホームページを参考に作成（7月末現在）

※1 Base Of Pyramidの略。最も低所得の40億人を対象としたビジネス。
※2 Corporate Social Responsibilityの略。企業の社会的責任。

無印象・無回答など
4％

非常に
ポジティブ
73％

ある程度
ポジティブ
23％

非常に
ポジティブ
36％

ある程度
ポジティブ
37％

無印象・
無回答など
24％

ネガティブ
3％

協力隊赴任前 協力隊赴任後

1

2

3

日比谷公園を『絆』の絵で埋め尽く
そう！プロジェクト
（世界中から寄せられた応援の絵画、寄せ書
き、被災地の子どもたちの絵などを展示）

東北支援ブース
（観光・ボランティアツアー案内など）

藤原紀香さんによるトークショー

1月  マレーシア　　洪水

1月  ブルネイ　　　洪水

3月  ミャンマー　　地震

3月  タイ　　　  　鉄砲水

3月  タイ　　　  　干ばつ

4月  フィリピン　　地滑り

5月  インドネシア　洪水

5月  フィリピン　　暴風

5月  マレーシア　　土砂崩れ

6月  ベトナム　　　豪雨

6月  フィリピン　　台風

6月  ラオス　　　  洪水

7月  インドネシア　火山噴火

7月  フィリピン　　鉄砲水

7月  ラオス　　　  熱帯性暴風

7月  フィリピン　　熱帯性暴風
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地球ギャラリー vol.36

未 

来 

遺 

産

Solomon Islands
地球ギャラリー vol.36

　
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
経
済
を
支
え
て
い
る

の
は
、主
に
金
や
木
材
な
ど
天
然
資
源
の

輸
出
で
あ
る
。だ
が
、豊
か
な
自
然
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
裏
で
、な
り
ふ
り
構
わ
ず
木

材
伐
採
が
各
地
で
続
け
ら
れ
た
結
果
、森

は
破
壊
さ
れ
、土
壌
流
出
や
洪
水
な
ど
の

被
害
を
招
く
よ
う
に
な
っ
た
。近
年
で
は

資
源
枯
渇
の
懸
念
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

て
い
る
。

　
ウ
ェ
ス
タ
ン
州
、テ
テ
パ
レ
島
。島
の
所

有
者
が
補
償
金
な
ど
で
好
条
件
を
提
示
し

た
伐
採
会
社
の
オ
フ
ァ
ー
を
断
り
、自
然

保
護
の
方
向
性
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
、

こ
の
国
で
は
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。透

明
度
の
高
い
海
に
潜
り
込
め
ば
色
彩
豊

か
な
サ
ン
ゴ
礁
と
無
数
の
熱
帯
魚
が
出

迎
え
て
く
れ
、夏
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
、

年
中
通
し
て
イ
ル
カ
の
群
れ
や
ジ
ュ
ゴ
ン

道
も
な
い
。気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
豊
か

な
自
然
の
中
に
、申
し
訳
な
さ
げ
に
簡
素

な
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
ポ
ツ
リ
と
佇
ん
で
い
る

だ
け
で
あ
る
。

　
陽
が
傾
き
、漆
黒
の
夜
が
辺
り
を
包
む
。

無
数
の
星
空
が
頭
上
に
広
が
り
、静
寂
を

洗
う
波
音
だ
け
が
耳
に
届
く
。星
明
か
り

に
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
が
る
島
影
の

輪
郭
を
眺
め
て
い
る
と
、世
界
中
で
自
分

一
人
だ
け
取
り
残
さ
れ
た
か
の
よ
う
な

錯
覚
を
覚
え
る
。モ
ノ
や
情
報
が
氾
濫
す

る
日
常
が
、思
考
の
隅
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

て
い
く
。

　
時
折
目
の
前
に
広
が
る
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
海
を
眺
め
、白
砂
の
浜
辺
に
横

た
わ
っ
て
小
説
を
捲
っ
て
い
た
ら
、い
つ

の
間
に
か
う
た
た
寝
を
し
て
い
た
。涼
風

が
ほ
ん
の
り
日
焼
け
し
た
肌
を
駆
け
抜
け

て
い
く
心
地
よ
さ
に
、し
ば
し
夢
と
現
実

と
の
間
を
行
き
来
す
る
。緩
や
か
な
時
間

と
非
日
常
空
間
が
交
差
す
る
極
上
の
楽
園

に
身
を
委
ね
て
い
る
と
、凝
り
固
ま
っ
た

心
が
じ
わ
り
と
ほ
ぐ
れ
て
い
く
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。こ
こ
に
は〝
開
発

さ
れ
た
〞自
然
は
存
在
し
な
い
。電
気
も
水

首都 ： ホニアラ
面積 ： 2万8,900㎢（岩手県の約2倍）
人口 ： 52万3,170人（2009年）
言語 ： 英語、ビジン英語など
宗教 ： 95％以上がキリスト教
1人当たり国民総所得（GNI） ： 910ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、フィジーやオーストラリア、パプ
アニューギニアでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： ソロモン・ドル（SBD）　1SBD=約11.2円（2011年8月現在）
気候 ： 1年を通して高温多湿。首都ホニアラの平均最高気温は
32度で内陸部はさらに高い。1～4月が雨期で、短時間に激しく降
る。7～9月は雨が少なく、貿易風の影響で過ごしやすい。

ソロモン料理
石焼きオーブンで蒸し焼き
「イモのプディング」

　ソロモンは、自然の恵みの恩恵を受けて
食材が豊か。首都ホニアラの市場には、新
鮮な魚介類、野菜、果物が並べられ、連日
活気にあふれている。魚介類でよく食べら
れるのは、カツオ、サワラ、アジ、貝類など。
野菜ではワラビやゼンマイ、モロヘイヤのよ
うに粘り気のあるスリッパリー・キャベツが
一般的だ。家庭では、キャベツやトマトなど
の野菜や魚、肉などをココナツミルク、カレ
ー粉、しょうゆで煮込み、主食のごはんやイ
モにかけて食べることが多い。

　伝統料理は蒸し焼き。たき火で焼いた
石を直径1メートルほどの円状に敷きつ
め、その上に食材をそのまま、もしくは葉で
包んで置き、さらに焼いた石を乗せてバナ
ナの葉か麻袋をかぶせて蒸し焼きにす
る。近年、都市部ではガスや水道のある近
代的な台所も増えたが、屋外に石焼用の
調理場も併せ持つ家庭も多い。
　石焼き料理でよく作られるのが、すりお
ろしたキャッサバなどのイモ類をココナツミ
ルクやバナナと蒸す「プディング」。週末用
の食事として一度に大量に作ることが多
く、食べる前日から石焼きオーブンに入れ、
一晩蒸し焼きにする。もちよりさらにしっか
りとした食感で、中に入ったバナナの甘さ
がほのかに感じられる素朴な味だ。
　キャッサバを
サツマイモで
代用して普通
のオーブンでも
作れるので、南
国の伝統料理
の味を試して
みては。 編集協力：浅野洋子（JICAソロモン支所　企画調査員）

【材料（4人前）】
サツマイモ5～6個／ココナツミルク
400ml／バナナ3本
【作り方】
1.サツマイモを洗い、皮をむいておろ
し金で粗めにすりおろす。
2.ココナツミルクは中火で煮てとろみ
を出し、冷まして三等分しておく。
3.バナナは皮をむき、おろし金で粗め
にすりおろす。

4.1を少量ずつ茶巾に入れてしぼり、
水気を切る。

5.バットに、スプーンなどでココナツミ
ルクの1/3を流し込む。

6.5に水気を切ったサツマイモの半量
を約1.5センチの厚さに敷き詰めた
ら、ココナツミルク1/3、すりおろし
たバナナ、ココナツミルク1/3、サツ
マイモの残り半量の順に重ねる。

7.アルミホイルでふたをし、180度に
温めておいたオーブンで約45分焼
いたら出来上がり。

朝陽を受けて黄金色に輝く水面。まるで湖のように静かな海だった

ウミガメを引き上げるテテパレのガイドたち。船上の白いシャツの男性がトゥーミ

テテパレでウミガメの生態調査に同行した。このウミガメは推定年齢30歳

テテパレ固有種のトカゲ。島にはこのほかにも固有種の動植物、鳥類、は虫類が生息する

［ソロモン諸島］
写真・文＝中原 二郎（JICAソロモン支所 企画調査員）

地球ギャラリー vol.36

バナナの葉の上に材料を乗せて包
み、熱した石を使って蒸し焼きにする

a.海沿いの漁村で出会った子ども。透
き通るようにきれいな瞳だった
b.テテパレ島周辺の海。透明度の高い
海に差し込む日差しが揺らめいていた
c.中央市場の売り子。ソロモンの女性
は本当に逞しい

a

b

c

運動会の一コマ。人生初のリレー競争で、全力で駆ける子どもたち

が
見
ら
れ
る
〝
手
つ
か
ず
の
自
然
〞
が
そ

こ
に
は
あ
る
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
盛
ん

で
、ウ
ミ
ガ
メ
生
態
調
査
同
行
ツ
ア
ー
、森

林
浴
ツ
ア
ー
な
ど
、現
地
人
ガ
イ
ド
に
よ

る
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。

　
環
境
教
育
が
浸
透
し
て
い
る
先
進
国
と

違
い
、開
発
途
上
国
の
へ
き
地
で
は
森
を

失
う
影
響
に
つ
い
て
知
る
機
会
は
ほ
と
ん

ドルフィン・ベイで、イルカたちの歓迎を受ける

見知らぬ人にも、友人や家族のように接してくれる温かさが残っている

ソロモン諸島

テテパレ島

マライタ島

ホニアラ

ど
な
い
。伐
採
を
許
可
し
て
い
る
村
人
を

責
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。伐
採
を
や

め
ろ
と
言
う
だ
け
で
は
、す
で
に
貨
幣
経

済
に
生
き
る
彼
ら
を
説
得
す
る
の
は
難
し

い
。代
替
産
業
を
提
案
し
つ
つ
環
境
教
育

の
普
及
を
図
る
な
ど
し
て
、い
か
に
開
発

と
自
然
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、持
続

性
を
確
保
し
て
い
く
べ
き
か
―
。開
発
す

る
側
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
で
も
あ
る
。

　「
こ
の
島
は
わ
れ
わ
れ
の
誇
り
だ
よ
」

　
ガ
イ
ド
の
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ー
ミ
の
、鋭
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も
柔
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ま
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印
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的
だ
っ
た
。
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つ
か
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の
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る
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テ
パ
レ
の
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れ
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和
ま
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る
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な
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。

森林浴ツアーでは、ユニークな動植物に出会える

は
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ら
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1人当たり国民総所得（GNI） ： 910ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、フィジーやオーストラリア、パプ
アニューギニアでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： ソロモン・ドル（SBD）　1SBD=約11.2円（2011年8月現在）
気候 ： 1年を通して高温多湿。首都ホニアラの平均最高気温は
32度で内陸部はさらに高い。1～4月が雨期で、短時間に激しく降
る。7～9月は雨が少なく、貿易風の影響で過ごしやすい。
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　ソロモンは、自然の恵みの恩恵を受けて
食材が豊か。首都ホニアラの市場には、新
鮮な魚介類、野菜、果物が並べられ、連日
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ー粉、しょうゆで煮込み、主食のごはんやイ
モにかけて食べることが多い。

　伝統料理は蒸し焼き。たき火で焼いた
石を直径1メートルほどの円状に敷きつ
め、その上に食材をそのまま、もしくは葉で
包んで置き、さらに焼いた石を乗せてバナ
ナの葉か麻袋をかぶせて蒸し焼きにす
る。近年、都市部ではガスや水道のある近
代的な台所も増えたが、屋外に石焼用の
調理場も併せ持つ家庭も多い。
　石焼き料理でよく作られるのが、すりお
ろしたキャッサバなどのイモ類をココナツミ
ルクやバナナと蒸す「プディング」。週末用
の食事として一度に大量に作ることが多
く、食べる前日から石焼きオーブンに入れ、
一晩蒸し焼きにする。もちよりさらにしっか
りとした食感で、中に入ったバナナの甘さ
がほのかに感じられる素朴な味だ。
　キャッサバを
サツマイモで
代用して普通
のオーブンでも
作れるので、南
国の伝統料理
の味を試して
みては。 編集協力：浅野洋子（JICAソロモン支所　企画調査員）
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し金で粗めにすりおろす。
2.ココナツミルクは中火で煮てとろみ
を出し、冷まして三等分しておく。
3.バナナは皮をむき、おろし金で粗め
にすりおろす。

4.1を少量ずつ茶巾に入れてしぼり、
水気を切る。

5.バットに、スプーンなどでココナツミ
ルクの1/3を流し込む。

6.5に水気を切ったサツマイモの半量
を約1.5センチの厚さに敷き詰めた
ら、ココナツミルク1/3、すりおろし
たバナナ、ココナツミルク1/3、サツ
マイモの残り半量の順に重ねる。

7.アルミホイルでふたをし、180度に
温めておいたオーブンで約45分焼
いたら出来上がり。

朝陽を受けて黄金色に輝く水面。まるで湖のように静かな海だった
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、い
か
に
開
発

と
自
然
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、持
続

性
を
確
保
し
て
い
く
べ
き
か
―
。開
発
す

る
側
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
で
も
あ
る
。

　「
こ
の
島
は
わ
れ
わ
れ
の
誇
り
だ
よ
」

　
ガ
イ
ド
の
ト
ゥ
ー
ミ
の
、鋭
く
も
柔
ら

か
い
ま
な
ざ
し
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
テ
テ
パ
レ
の

よ
う
な
島
々
が
、こ
れ
か
ら
も
訪
れ
る
人
々

の
心
を
和
ま
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な

い
。

森林浴ツアーでは、ユニークな動植物に出会える

は
ん
ら
ん
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ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
経
済
を
支
え
て
い
る

の
は
、主
に
金
や
木
材
な
ど
天
然
資
源
の

輸
出
で
あ
る
。だ
が
、豊
か
な
自
然
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
裏
で
、な
り
ふ
り
構
わ
ず
木

材
伐
採
が
各
地
で
続
け
ら
れ
た
結
果
、森

は
破
壊
さ
れ
、土
壌
流
出
や
洪
水
な
ど
の

被
害
を
招
く
よ
う
に
な
っ
た
。近
年
で
は

資
源
枯
渇
の
懸
念
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

て
い
る
。

　
ウ
ェ
ス
タ
ン
州
、テ
テ
パ
レ
島
。島
の
所

有
者
が
補
償
金
な
ど
で
好
条
件
を
提
示
し

た
伐
採
会
社
の
オ
フ
ァ
ー
を
断
り
、自
然

保
護
の
方
向
性
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
、

こ
の
国
で
は
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。透

明
度
の
高
い
海
に
潜
り
込
め
ば
色
彩
豊

か
な
サ
ン
ゴ
礁
と
無
数
の
熱
帯
魚
が
出

迎
え
て
く
れ
、夏
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
、

年
中
通
し
て
イ
ル
カ
の
群
れ
や
ジ
ュ
ゴ
ン

道
も
な
い
。気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
豊
か

な
自
然
の
中
に
、申
し
訳
な
さ
げ
に
簡
素

な
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
ポ
ツ
リ
と
佇
ん
で
い
る

だ
け
で
あ
る
。

　
陽
が
傾
き
、漆
黒
の
夜
が
辺
り
を
包
む
。

無
数
の
星
空
が
頭
上
に
広
が
り
、静
寂
を

洗
う
波
音
だ
け
が
耳
に
届
く
。星
明
か
り

に
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
が
る
島
影
の

輪
郭
を
眺
め
て
い
る
と
、世
界
中
で
自
分

一
人
だ
け
取
り
残
さ
れ
た
か
の
よ
う
な

錯
覚
を
覚
え
る
。モ
ノ
や
情
報
が
氾
濫
す

る
日
常
が
、思
考
の
隅
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

て
い
く
。

　
時
折
目
の
前
に
広
が
る
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
海
を
眺
め
、白
砂
の
浜
辺
に
横

た
わ
っ
て
小
説
を
捲
っ
て
い
た
ら
、い
つ

の
間
に
か
う
た
た
寝
を
し
て
い
た
。涼
風

が
ほ
ん
の
り
日
焼
け
し
た
肌
を
駆
け
抜
け

て
い
く
心
地
よ
さ
に
、し
ば
し
夢
と
現
実

と
の
間
を
行
き
来
す
る
。緩
や
か
な
時
間

と
非
日
常
空
間
が
交
差
す
る
極
上
の
楽
園

に
身
を
委
ね
て
い
る
と
、凝
り
固
ま
っ
た

心
が
じ
わ
り
と
ほ
ぐ
れ
て
い
く
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。こ
こ
に
は〝
開
発

さ
れ
た
〞自
然
は
存
在
し
な
い
。電
気
も
水

首都 ： ホニアラ
面積 ： 2万8,900㎢（岩手県の約2倍）
人口 ： 52万3,170人（2009年）
言語 ： 英語、ビジン英語など
宗教 ： 95％以上がキリスト教
1人当たり国民総所得（GNI） ： 910ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、フィジーやオーストラリア、パプ
アニューギニアでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： ソロモン・ドル（SBD）　1SBD=約11.2円（2011年8月現在）
気候 ： 1年を通して高温多湿。首都ホニアラの平均最高気温は
32度で内陸部はさらに高い。1～4月が雨期で、短時間に激しく降
る。7～9月は雨が少なく、貿易風の影響で過ごしやすい。

ソロモン料理
石焼きオーブンで蒸し焼き
「イモのプディング」

　ソロモンは、自然の恵みの恩恵を受けて
食材が豊か。首都ホニアラの市場には、新
鮮な魚介類、野菜、果物が並べられ、連日
活気にあふれている。魚介類でよく食べら
れるのは、カツオ、サワラ、アジ、貝類など。
野菜ではワラビやゼンマイ、モロヘイヤのよ
うに粘り気のあるスリッパリー・キャベツが
一般的だ。家庭では、キャベツやトマトなど
の野菜や魚、肉などをココナツミルク、カレ
ー粉、しょうゆで煮込み、主食のごはんやイ
モにかけて食べることが多い。

　伝統料理は蒸し焼き。たき火で焼いた
石を直径1メートルほどの円状に敷きつ
め、その上に食材をそのまま、もしくは葉で
包んで置き、さらに焼いた石を乗せてバナ
ナの葉か麻袋をかぶせて蒸し焼きにす
る。近年、都市部ではガスや水道のある近
代的な台所も増えたが、屋外に石焼用の
調理場も併せ持つ家庭も多い。
　石焼き料理でよく作られるのが、すりお
ろしたキャッサバなどのイモ類をココナツミ
ルクやバナナと蒸す「プディング」。週末用
の食事として一度に大量に作ることが多
く、食べる前日から石焼きオーブンに入れ、
一晩蒸し焼きにする。もちよりさらにしっか
りとした食感で、中に入ったバナナの甘さ
がほのかに感じられる素朴な味だ。
　キャッサバを
サツマイモで
代用して普通
のオーブンでも
作れるので、南
国の伝統料理
の味を試して
みては。 編集協力：浅野洋子（JICAソロモン支所　企画調査員）

【材料（4人前）】
サツマイモ5～6個／ココナツミルク
400ml／バナナ3本
【作り方】
1.サツマイモを洗い、皮をむいておろ
し金で粗めにすりおろす。
2.ココナツミルクは中火で煮てとろみ
を出し、冷まして三等分しておく。
3.バナナは皮をむき、おろし金で粗め
にすりおろす。

4.1を少量ずつ茶巾に入れてしぼり、
水気を切る。

5.バットに、スプーンなどでココナツミ
ルクの1/3を流し込む。

6.5に水気を切ったサツマイモの半量
を約1.5センチの厚さに敷き詰めた
ら、ココナツミルク1/3、すりおろし
たバナナ、ココナツミルク1/3、サツ
マイモの残り半量の順に重ねる。

7.アルミホイルでふたをし、180度に
温めておいたオーブンで約45分焼
いたら出来上がり。

朝陽を受けて黄金色に輝く水面。まるで湖のように静かな海だった

ウミガメを引き上げるテテパレのガイドたち。船上の白いシャツの男性がトゥーミ

テテパレでウミガメの生態調査に同行した。このウミガメは推定年齢30歳

テテパレ固有種のトカゲ。島にはこのほかにも固有種の動植物、鳥類、は虫類が生息する

［ソロモン諸島］
写真・文＝中原 二郎（JICAソロモン支所 企画調査員）
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バナナの葉の上に材料を乗せて包
み、熱した石を使って蒸し焼きにする

a.海沿いの漁村で出会った子ども。透
き通るようにきれいな瞳だった
b.テテパレ島周辺の海。透明度の高い
海に差し込む日差しが揺らめいていた
c.中央市場の売り子。ソロモンの女性
は本当に逞しい

a

b

c

運動会の一コマ。人生初のリレー競争で、全力で駆ける子どもたち

が
見
ら
れ
る
〝
手
つ
か
ず
の
自
然
〞
が
そ

こ
に
は
あ
る
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
盛
ん

で
、ウ
ミ
ガ
メ
生
態
調
査
同
行
ツ
ア
ー
、森

林
浴
ツ
ア
ー
な
ど
、現
地
人
ガ
イ
ド
に
よ

る
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。

　
環
境
教
育
が
浸
透
し
て
い
る
先
進
国
と

違
い
、開
発
途
上
国
の
へ
き
地
で
は
森
を

失
う
影
響
に
つ
い
て
知
る
機
会
は
ほ
と
ん

ドルフィン・ベイで、イルカたちの歓迎を受ける

見知らぬ人にも、友人や家族のように接してくれる温かさが残っている

ソロモン諸島

テテパレ島

マライタ島

ホニアラ

ど
な
い
。伐
採
を
許
可
し
て
い
る
村
人
を

責
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。伐
採
を
や

め
ろ
と
言
う
だ
け
で
は
、す
で
に
貨
幣
経

済
に
生
き
る
彼
ら
を
説
得
す
る
の
は
難
し

い
。代
替
産
業
を
提
案
し
つ
つ
環
境
教
育

の
普
及
を
図
る
な
ど
し
て
、い
か
に
開
発

と
自
然
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、持
続

性
を
確
保
し
て
い
く
べ
き
か
―
。開
発
す

る
側
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
で
も
あ
る
。

　「
こ
の
島
は
わ
れ
わ
れ
の
誇
り
だ
よ
」

　
ガ
イ
ド
の
ト
ゥ
ー
ミ
の
、鋭
く
も
柔
ら

か
い
ま
な
ざ
し
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
テ
テ
パ
レ
の

よ
う
な
島
々
が
、こ
れ
か
ら
も
訪
れ
る
人
々

の
心
を
和
ま
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な

い
。

森林浴ツアーでは、ユニークな動植物に出会える

は
ん
ら
ん



人
々
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る

基
盤
づ
く
り
を

部
族
対
立
で
経
済
が
停
滞
し
、
国
の
開
発
が
遅
れ
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
。

J
I
C
A
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
経
済
成
長
基
盤
、
環
境
・
気
候
変
動
な
ど

人
々
の
生
活
に
直
結
す
る
分
野
を
中
心
に
、

人
づ
く
り
・
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。

　6つの大きな島と約100の小島から成るソ
ロモン諸島。約80部族が4,000のコミュニテ
ィーに分散して暮らし、集落や部族単位での
結束が非常に強い。それ故に、1978年に独
立を果たしてからも政治家や役人が自身の出
身部族を優遇するなど、法と秩序に基づいた
公正な政治の実現には、まだまだ課題が多
い。JICAは、70年代からソロモンの人々の生
計向上のため、インフラ整備の支援や青年海
外協力隊の派遣などを行ってきたが、98年末
からガダルカナル人とマライタ人の部族対立
が激化したため2000年から支援を停止。し
かし、03年以降は太平洋諸島フォーラム加
盟国のソロモン地域支援ミッション（RAMSI）
の派遣により治安が回復したため、04年から
支援を再開している。
　経済面では、魚、木材、パーム油といった一
次産品の輸出に依存してきたが、近年は電
池などの原料となるニッケルが発見され、新た
な外貨獲得の手段として期待されている。し
かし、人口の85％は農村で伝統的な自給自
足の生活を送っているため、都市部との格差
が拡大。さらに、津波や洪水など自然災害が
多い国にもかかわらず、防災対策が進んでい
ないという課題も抱えている。
　こうしたソロモンが持つ背景を踏まえ、
JICAは社会サービスの向上、経済成長基盤

の強化、環境・気候変動対策の3分野に重
点を置き、支援を展開している。
　社会サービス分野で重視しているのは、マ
ラリア予防。部族対立による混乱で対策が
思うように進まず、ホニアラは一国の首都で
ありながらマラリアの高感染率を記録してき
た。そこでJICAは、「マラリア対策強化プロジ
ェクト」を07年に開始し、医療従事者の能力
向上を支援。その結果、重症患者への診察
サービスの質が向上した。さらに今年スタート
したフェーズ2では、保健省や州の保健局の
職員が、罹患率などのデータベースや活動報
告書などをウェブサイトで共有できるシステム
の構築などを支援中。また、コミュニティーごと
に、蚊帳の使用や蚊の発生を防止する環境
づくりなど、住民を対象にマラリア予防啓発
活動を実施していく。　
　また、経済成長基盤分野では、首都から北
東に位置するマライタ島のアウキ市場の整
備と桟橋の修復を無償資金協力で支援して
いる。アウキ市場には島内でとれる農産物や
魚などが集まるが、利用者数に対して市場の
大きさが十分ではない。さらに、屋根がないた
め、直射日光や雨ざらしの環境下で魚などの
生鮮品を地面に並べて販売していたりと、衛
生面への懸念も多かった。JICAはこれらの
問題を解決すべく、市場の面積を拡張し、屋

根や水道設備、販売台などの設置を支援。
市場を効率的に機能させることで、島民の生
活向上を目指している。また、アウキ市場に隣
接し、首都から生活物資を運ぶ船が到着する
桟橋は、老朽化が進んでいる上、幅が狭く、
船が集中する週末には乗客と貨物の荷降ろ
しで大混雑する。JICAは桟橋の修復を通じ
て他島との流通経路を確保し、島の経済活
性化を支援している。
　環境・気候変動分野では、2010年からソ
ロモンとフィジーを対象に「大洋州地域コミュ
ニティ防災能力強化プロジェクト」を実施。ソ
ロモンでは、人口の9割が沿岸部や河口部に
住む。毎年、集中豪雨などによる洪水で家屋
の浸水や人的被害が発生しているにもかか
わらず、気象情報が住民まで伝わるシステム
がなく、人々の防災意識も低い。そこで、国家
災害管理局と気象局・水資源局の職員への
研修を通じて、警報などの災害情報を地方部
まで早期に伝達する体制づくりを支援。また、
コミュニティーでワークショップを行い、防災計
画やハザードマップの作成を通じて、住民たち
が自分たちの判断で災害に対応できるよう、
防災意識の向上を目指している。
　さらに、ガダルカナル島を中心に20人以上
のJICAボランティアが派遣され、教育や農
業、看護など、幅広い分野で活動している。

JICAの活動
in ソロモン諸島

［上］アウキ市場の建設現場。整備が進めば衛生的
に生鮮品を販売でき、消費者の安心も高まる
［下］桟橋の建設現場で現地スタッフとJICA専門家
が打ち合わせ。橋の幅を広げることで、乗客の乗り降
りや貨物の積み下ろしを効率的に行えるようになる

［左］住民のボランティアグループが蚊帳の使い方を実演。識
字率の低い村では、演劇などでマラリア予防の重要性を伝える
［右］看護師や理学療法士など複数の医療関係者がチームで
リハビリテーションを行う「チームアプローチ」について学ぶ研
修会が開かれ、ソロモンのほか、パプアニューギニアやフィジー
などからも青年海外協力隊と担当省庁の職員が参加した

地球ギャラリー vol.36

水資源局の職員と川の測量を行うJICA専門家
（右）。収集したデータは、今後の洪水対策に生かし
ていく
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新 着 情 報

『第6回UNHCR難民映画祭』
世界中に暮らす難民・国内避難民は4,300万人。そうした人を保護、
支援する国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）が今年も映画祭を
開催する。上映されるのは、東日本大震災の被災地に向かうミャンマー
難民を追った『すぐそばにいた
TOMODACHI』や、カンボジ
アの虐殺でポル･ポトの右腕
だった人物を正面から取材した
『エネミーズ･オフ･ザ･ピープル
（人民の敵）』など、日本初上映
作を含む18作品。紛争や人権
侵害、自然災害により故郷を
追われた人々とともに、彼らに
寄り添う人たちの姿が描かれ
た作品を通して、自分に何がで
きるのかを考えてみたい。

写真展『エチオピア、参詣帰路』
多くの参詣者が訪れる、エチオピア・アルシ地方の聖地ファラカサ聖者
廟。ドラムをたたき、宗教歌を唱和しながら悩みの解決を願う参詣者たち
の姿を追った写真展。撮影者の松波康男さんは、2001年に青年海外
協力隊員としてエチオピア・バレーボール連盟に配属され、03年のアフ
リカ選手権大会で同国男子ナショナルチームのヘッドコーチも務めた。
本人を交えたギャラリートーク（10月1日13時～14時）も開催予定。
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この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『THANK YOU WORLD 
世界の国旗と「ありがとう」』
日本のみならず、世界中に衝撃が走った東日本大震災の
発生後、開発途上国を含む各国から救援隊や物資、義援
金、多くのメッセージが寄せられた。本書は、こうして日本を
サポートしてくれた108の国に、その国の言葉で「ありがと
う」と表現。また、日本のために各国で行われた募金活動、
チャリティーイベント、追悼
集会、寄せ書きの作成と
いった写真が掲載され、巻
末には支援物資のリストも
付いている。日本が多くの
国に支えられ、世界とつな
がっていることを再認識さ
せてくれた今回の震災。こ
の本の印税は、すべて被災
地の復興のために寄付さ
れる。

B  OOK

『ルワンダに教育の種を 
内戦を生きぬいた女性・マリールイズの物語』
主人公のルワンダ人マリールイズは、当時女子としては珍
しく高校まで教育を受けた洋裁の先生。青年海外協力隊
員との出会いがきっかけで、研修のため来日し、日本人は
誰でも字が読めることに感銘を受ける。そして帰国直後の
1994年、ルワンダで内戦が勃発。命からがら難民キャンプ
にたどりついた彼女は、日本の友人たちの協力を得て再び
来日。NPO法人「ルワンダ
の教育を考える会」を立ち
上げ、子どもたちが教育を
受けられるよう祖国に学校
を建設する活動を始める。
現在も講演などで日本全
国を飛び回り、命の尊さと
教育の大切さを訴え続ける
彼女の半生が描かれた児
童書。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

会期：10月1日（土）～9日（日）
会場：東京都内6カ所（イタリア文化会館、セルバンテス文化センター東京、青山
学院大学、青山学院アスタジオ、ノルウェー王国大使館、グローバルフェスタ
JAPAN2011会場）
URL：unhcr.refugeefilm.org/
問：国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所　
TEL：03-3499-2011

○c 6th UNHCR Refugee Film Festival

中地フキコ 著
かもがわ出版
1,575円（税込）

新人物往来社 編
新人物往来社
1,000円（税込）

会期：9月27日（火）～10月3日（月）　10時半～18時半（最終日は15時まで）　
会期中無休
会場：新宿ニコンサロン（東京・新宿）
URL：www.nikon-image.com/activity/salon/
問：新宿ニコンサロン　
TEL：03-3344-0565



﹇
６
月
号 
特
集
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」
を
読
ん
で
﹈

■
今
回
の
特
集
は
、興
味
の
あ
る
話
題
の
一
つ
で
し
た
。
高
望
み
せ
ず〝
今

で
き
る
こ
と
〞
を
各
個
人
が
や
る
（
ま
た
は
、
知
る
）
こ
と
が
大
切
だ

と
改
め
て
考
え
ま
し
た
。
人
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
／
自
分
た

ち
の
た
め
／
自
分
た
ち
の
子
の
た
め
、
と
考
え
、
今
後
も
こ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
ま
す
。　
　
　
　
（
茨
城
県
・
女
性
・
法
人
職
員
）

■
震
災
後
も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
、
国
際
交
流
や
国
際
理
解
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
宮
城
県
仙
台
東
高
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
室
づ
く
り
に

は
驚
か
さ
れ
た
。
単
に
英
語
学
習
だ
け
で
な
く
、
諸
外
国
が
抱
え
て

い
る
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
合
っ
た
り
、
日
々
世
界
と
つ
な
が
る
大
切

さ
を
意
識
し
な
が
ら
懸
命
に
勉
強
し
て
い
る
姿
に
感
心
し
た
。
私
も

小
学
校
教
諭
を
し
て
い
た
折
、
国
際
理
解
担
当
者
と
し
て
、
諸
外
国

の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
き
た
が
、
こ
う
い
っ
た
学
習
が
で
き
る
だ

け
多
く
、
ど
こ
の
学
校
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
諸
問
題
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
機
会
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

峯
野
富
也
（
岐
阜
県
・
62
歳
・
男
性
・
音
楽
家
）

﹇
７
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特
集
「
国
際
協
力
の
経
験
を
日
本
の
復
興
へ
」
を
読
ん
で
﹈

■
戦
後
の
復
興
が
諸
外
国
か
ら
の
支
援
に
依
る
も
の
だ
と
わ
か
っ
て
い

て
も
、
現
在
の
、
や
は
り
国
際
協
力
は
、
こ
ち
ら
か
ら
の
援
助
が
大
き

い
と
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
震
災
後
、
相
互
協
力
（
お
た
が
い
様
）

意
識
、
そ
し
て
文
明
に
よ
る
日
常
生
活
の
も
ろ
さ
を
痛
感
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
生
活
は
、
地
球
規
模
、
必
然
の
協
力
関
係
を
一
人
一
人
が
身
に

し
み
て
感
じ
る
。　
　
　
　

坂
田
恵
（
栃
木
県
・
53
歳
・
女
性
・
主
婦
）

■
今
号
は
表
紙
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
て
、
ぱ
っ
と
手
に
取
り
ま
し

た
。
特
集
の
中
で
、
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
の
よ
う
に
途
上
国
支
援
で
の

経
験
が
被
災
地
支
援
に
生
き
た
と
い
う
の
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
復
興
に
は
日
本
の
総
力
が
必
要
と
聞
き
ま
す
が
、
J
I
C
A

の
持
つ
専
門
性
、
経
験
を
ぜ
ひ
活
用
し
続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
根
県
・
22
歳
・
女
性
・
会
社
員
）
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次号予告（2011年10月1日発行予定）

イラク
世界第3位の原油埋蔵国であるイラク。ジャーナリスト・池上彰さん
の現地取材報告とともに、イラクの現状とJICAの協力について紹
介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
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03-3582-5745
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① エチオピア・コーヒー豆のストラップ
② 書籍『ルワンダに教育の種を 
　  内戦を生きぬいた女性・マリールイズの物語』（p37参照）
③ 書籍『THANK YOU WORLD
　  世界の国旗と「ありがとう」』（p37参照）

ご負
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始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
送手配をいたします（入金から1週間程度かか
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　日本にもたくさん輸入されているエチ
オピアコーヒー。コーヒーの発祥地とし
て知られるこの国では、今もなお、古くか
ら伝わる伝統的なコーヒーセレモニーが
日常的に行われている。コーヒーは、エ
チオピア人にとっての“誇り”。日々の生
活に欠かせないものだ。
　首都アディスアベバの下町、リデタ地
区。華やかな市街地から一変、貧困層
が暮らすこの町で、コーヒー豆を使った
ユニークな“モノ”が作られていると聞い
てやってきた。
　トタン板で作られた集会所に入ると、
コーヒー豆とビーズを交互に一つずつ、
細いひもに通す女性たちの姿が。見てい
るだけで目が疲れそうな作業だが、皆、

表情は実に明るく、笑いが絶えない。
　彼女たちは、HIV／エイズの感染者。
貧しさ故に正しい知識を得ることができ
ず、地域で拡大しているHIV／エイズの
感染を予防すべく、青年海外協力隊の荒
井真理子隊員が啓発活動に取り組んで
いる。そして、感染者の生計向上手段と
して彼女が考案したのが、コーヒー豆を
使った携帯ストラップ。「ものづくりを通
して自信をつけ、地域の中でのつながり
を維持してほしい」と荒井さん。女性た
ちは「自分で収入を得られるようになっ
てうれしい。お金をためてデザインの学
校に通いたい」と夢を語るようになった。
　コーヒー豆を使った携帯ストラップ
は、夢への第一歩なのだ。
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荒井さん（右）に教えてもらいながら、コーヒー豆とビー
ズを一つずつひもに通していく女性たち

★コーヒー豆のストラップを12人にプレゼント！
→詳細は38ページへ

特産品のコーヒー豆を携帯ストラップに

エチオピア
アディスアベバ
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　今、開発途上国で何が起こってい
るの？国際協力に興味はあるけど、何
から始めていいか分からない。そん
な疑問に答えるべく、2010年7月にス
タートした日本発の市民参加型の国
際協力運動「なんとかしなきゃ！プロ
ジェクト－見過ごせない55億人」。国際
協力NGOセンター（JANIC）、国連
開発計画（UNDP）、JICAが運営事
務局となり、専用ウェブサイトや日本
各地でのイベント、著名人メンバーに
よる現地視察などを通じて、国際協
力の参加方法を提案してきました。
　8月6日、東京・市ヶ谷でプロジェク
トの1周年記念イベントが開催されま
した。この日のテーマは「池上彰と考
える『支援される日本、支援する日
本』」。3月11日の東日本大震災を受
けて、世界各国から温かい支援を受
けた日本。その中には、これまで日本
が支援してきた途上国も多く含まれて
います。人と人の“絆”をあらためて実
感する中で、国際協力を通じて世界と

どう向き合っていくべきか―。ジャー
ナリストの池上彰さんを迎え、定員を
超える約280人の来場者、インターネ
ット動画サイトの生中継を視聴した日
本全国の人 と々共に考えました。
　第一部のパネルディスカッションで
は池上さんがナビゲーターを務め、医
師の桑山紀彦さん、経営コンサルタン
トのショーンKさん、フリーアナウンサ
ーの高柳恭子さんがパネリストとして
参加。東日本大震災により日本が今
年世界最大の被援助国になるという
事実を紹介した上で、池上さんが日
本のこれまでのODA（政府開発援
助）について“分かりやすく”解説。
参加者から事前に寄せられた質問に
も答えながら、日本の国際協力の在り
方について議論しました。
　NPO法人地球のステージの代表理
事として途上国で医療支援活動を行
う桑山さんは、「単に貧しいからだけ
でなく、世界の複雑な問題に対応す
るのが国際協力」と強調。また、東日

本大震災で外国人医療団の受け入れ
に協力したショーンKさんは「国境を
越えた支援がもっと柔軟に行えるよう
な法整備が必要」、青年海外協力隊
OGでもある高柳さんは「小さなこと
でも行動を起こして“知る”努力をす
べき」と話しました。「私たちは生活
物資の大部分を途上国に依存してい
る。国際協力は日本の子どもたちの
将来への投資でもあります」と池上さ
ん。「誰かが困っていたら助ける。“情
けは人のためならず”だと思いません
か」と問いかけました。
　第二部は、「地球のステージ 東日
本大震災と国際協力版」。自身も宮
城県名取市で被災した桑山さんが、
自らの手で収めた映像や写真などを
スライドで紹介し、音楽や歌を交えな
がら被災地の現状を伝えました。
　あなたの「なんとかしなきゃ！」が、
日本を、世界を変える大きな力となり
ます。途上国や国際協力について知り
たい人は、なんとかしなきゃ.jp へ。

世界とつながっている日本
～今、私たちができること～

「なんとかしなきゃ！プロジェクト-見過ごせない55億人」1周年記念イベント開催

池上彰さん桑山紀彦さん ショーンKさん 高柳恭子さん




